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１・どちらかというと、出会いは最悪












　荷物はいつでも最小限。なにかあったときに支度に手間取るようでは期を逃す。他人に……主に男に縋らずに自分で人生の手綱を持って自由に生きていくのに、荷物は少ないに限る。短いながらもこれまでの諸国漫遊の旅で得た教訓のひとつだ。この旅が終わるとき、それはわたしが一人で生きていく自信と人生の相棒、それに疲れた身体を癒やすわたしだけの家を得たときだろう。

　わたしは夜のように黒くて量が多い厄介な髪を後ろでひとまとめにするとぼんやりと鏡を見た。意志の強そうなキリリとした眉とその下の碧い瞳がこちらを見返してくる。馬車とは縁のない徒歩が多い旅なので多少陽に焼けたかもしれない。どことなく精悍さが増したようだ……女なのに。これではまた更に頼りがいが増してしまう。まあ、特に困ることもないから良いのだけれど。

　華やかさが足りない……そう言われ続けた少女時代を送ってきたわたしには鏡を見ても楽しいことなどひとつもない。昔の悲しい気持ちが甦ってきて目を伏せる瞬間、唯一悪くないと思っている碧玉の瞳が揺らいだ気がしたが、それを見なかったことにする。だってその揺らぎは頼りがいがあるわたしにはそぐわないからだ。わたしは最後にもう一度振り返って忘れ物がないか部屋をぐるりと見渡す。狭いながらも清潔で機能的な宿だった。お陰で今日も一日元気に歩けるだろう。

　お世話になりました、と声を掛けて宿を出ようとしたわたしを、店番の青年が引き留める。

「なにか？」

「宿代をまだ頂いていません」

　青年が手のひらを出すのと同時に年若い荷物持ちがどこからともなくやってきて出口を塞いだ。連携が出来ているということはよくやっているということか。女だからと侮られてしまったかしら？　わたしは作り笑いをしながら内ポケットから紙片を取り出す。

「昨日のうちに女将に支払っています。これが証書です」

　広げてみせると青年は顔を顰しかめた。どうやらこの国では現金収受の際に控えのやりとりをしないことが多いようだった。いつもの癖で女将に証書を下さいと頼んだときに変な顔をされた理由がようやくわかった。

「……っ」

　青年は悔しそうに顔を歪めた。この様子だと女将がいないときにこうやって旅人にいちゃもんを付けて小金を巻き上げているのかもしれない。こんなに若いとなにかと入り用なのだろうが、いいやり方ではない。悪い評判が立ってしまえばこのような小さい宿はすぐに立ちゆかなくなってしまうだろう。その前に宿泊客の訴えを聞いて警邏けいらが乗り込んでくるかもしれないのだ。青年だって犯罪者にはなりたくないだろう。

「……勘違いは誰にでもあることです。ここは支払い方が様々なのでしょう？　今後は先払いか後払いか、統一されることをおすすめ致しますよ」

　ではごきげんよう、いい宿でしたと言いおいて荷物持ちにチップを払う。二人分の昼食代くらいにはなるだろう。

　もっと街中に宿を取ればこんなトラブルはなかっただろうが、それでは見聞を広めることにはならない。わたしはいろんなものを見聞きし、いろんな経験をしたいのだ。そしてその経験を近所の子供たちに教え、最終的には自分だけの終ついの棲家すみかを建て、大好きな馬を相棒に、幸せに暮らすのだ。

　馬のことを考えると自然と顔がにやけるのがわかった。あの美しく輝く毛並み、躍動する筋肉、性癖まで見透かすようなまなざし……馬は天が遣わした美の粋を集めた生き物に違いない。丁度ここから南下したところにあるラングワース国は名馬の一大産地だそうなので、立ち寄って目の保養をしよう。そして将来の相棒の目星を付けられたらいい、と思いながらまだ見ぬ愛馬を妄想で愛でながら歩いていると小さな悲鳴が聞こえた。

「……？」

　気のせいかと思ったがそうではなかった。群衆のざわめきと悲鳴と、それに微かに混じった馬の嘶いななきを耳が捉えた瞬間、わたしは悲鳴が聞こえた方へ走り出した。
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「きゃああっ」

「だれか、警邏を呼んでこい！」

　細い路地を二本抜けると大型の馬車が横に三台は並びそうな大きな通りに出た。その立派な通りの真ん中で荷物を撒き散らかした行商馬車の荷台がひっくり返っていた。そしてその横には荒ぶり嘶いななく馬と折れた引き棒、その足下には腰を抜かしたのか小柄な女性が震えていた。

「だ、誰か、ひ……お嬢様をお助けください……！」

　女性の付き添いなのか、ふくよかな婦人がガタガタ震えて助けを乞う。しかし誰もが二の足を踏んでいる。

「暴れ馬に近付くなんてそんな命知らずなこと……」

　確かに気が立っている馬に近付くのは御法度だ。しかしあのままではいつあの女性が踏みつけられてしまうかわからない。あのような可憐な女性ならば馬に踏まれたり蹴られたりしたらただでは済むまい。わたしは辺りを見回し、我こそはという者がいないのを確認してのそっと前に進み出た。

「皆さんお静かに～、お静かに。変に大声を立てないように～、馬は臆病で優しい生き物です。大丈夫ですよ～」

「おいアンタ、あぶな……」

「はい～、そんな怖い声を出さないでくださ～い、大丈夫、なんとかなります。お嬢さん、立てますか？」

　馬がまだ荒々しく蹄ひづめを鳴らしている。女性が自発的に退避してくれればいいと思ったのだが、どうやら無理そうだ。美しい花のかんばせが涙でぐちゃぐちゃになっているうえに過呼吸を起こしかけている。わたしは馬から目を離さないようにしながら横目で野次馬に声を掛ける。

「ええと、そこのお兄さんたち、わたしがお嬢さんと馬の間に入ったらお嬢さんを引っ張って離れてくれる？　出来るよね？　というかやりなさい」

　返事を聞く前にわたしはさっと馬の前に立ちはだかる。後ろ手にしっし、と合図を送ると何人かが走り寄りお嬢さんを回収していった音が聞こえた。

「よーし、いい子ね、あら、あなたよく見たら美人じゃない……なんて素敵な毛並み」

　まだ興奮している馬に語りかける。馬はとても頭のいい生き物なので、こうして話しかけるとそれを聞こうとして注意が引けるのだ。

「ちょっと驚いただけだもんね。大丈夫、あなたは怪我をしてない？　痛いところは？」

　ゆっくりと手を上げ首筋を撫でると蹄の音が落ち着いてくる。ぶるる、と口を震わせると頭を垂れてくる。

「あはは、撫でろってか？　よしよし愛うい奴め」

　ワシワシと頭や鼻筋を撫でると気持ちよさそうに目を細める。長い睫毛と濡れたような瞳には色気すら感じさせる。こんな美しい馬が荷馬だなんてもったいない。わたしは斜めがけしたカバンに手を突っ込んで真っ赤に色付いたリンゴを取り出し、馬の口元に差し出した。馬はしゃくしゃくとリンゴをおいしそうに食はんだ。

「あの、ありがとうございます」

　どうやら荷馬車の持ち主であるらしい老婆が恐る恐るといったように声を掛けてくる。わたしは手綱を持ってそれを老婆に渡す。

「いい馬ですね。美人だし、とてもお利口」

　馬を褒めると老婆はしわだらけの顔をくしゃくしゃにして笑った。旦那が残してくれた唯一の家族が人に怪我をさせないで良かった、と何度もわたしの手を取って礼を言う。

「あの、私からもお礼をさせてください」

　振り返ると先ほどの付き添いらしき女性とへたり込んでいた小柄な女性が並んでこちらを見上げていた。まだ顔色も悪く涙目のままだったが、それを差し引いても美しい女性だった。
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　麗しのラングワース王、ファーレンティンはため息をついた。本来なら饗宴きょうえんに長く腰を据えることは好きではないのだが、隣国の王女の婚礼の宴とあってはそうもいかない。隣国との友好関係を維持するためには仕方ないと割り切ったつもりだった。しかし今は隣国との関係よりも気がかりなことがあるのだ。

「道理の通じないものほど手に負えない……」

　低い呟きを拾ったのか、後ろに控えていた護衛が『なにか？』という顔をしたが視線を流し軽く手を振ってなんでもないと伝える。それだけでその場の女性からは、ほう、とため息が漏れた。ラングワース国の王族特有の輝くような金の髪と晴天の空を写し取ったような真っ青な瞳、そして人の心まで射貫くようなまっすぐな視線は優雅なのにどこか野性を感じさせる鋭さを纏っている。それ故冷徹な王と思われがちな彼であったが、今彼を悩ませているのは育児問題であった。

　ファーレンティンには昨年病で亡くなった王妃との間にイェレミアスという一人息子がいる。麗しい王に瓜二つで美しく、そして聡い子供である。そんな後継者として将来を約束されたイェレミアスだったが最近扱いが難しく困っていると何人かの教師から報告があった。病弱な母になついていたイェレミアスは王妃の死後長く塞ぎ込んでいたが、最近は笑顔も見せることもあり、ようやく母の死から立ち直ったようだった。

　しかしここにきて急に部屋に閉じこもったりどこかに隠れて出てこなかったりと以前はなかった行動がでてきたという。教師たちの話では張り詰めていた糸が切れて情緒不安定なのでは、とのことだった。報告を受けファーレンティンはすぐに息子と会話を持ったが特に異変は感じられなかった。しかしイェレミアスは幼いながらもファーレンティンの目を誤魔化せる程度には聡い子供である。毎日報告される息子の様子が、己の目に映る息子と明らかに違うと感じとったファーレンティンは今までのように手を差し伸べることが出来なくなった。どこかで自分の分身だと思っていた息子が全く違う生き物だと、急に実感したのだ。教師を付けてはいるものの、愛する妻を亡くしたファーレンティンはこれから一人でイェレミアスの成長に責任を持ち親として対峙し立派な一人の人間として、更には王として育てていかなければならない。その責任の重さが恐ろしくなった。

「一国の王たる者がなんと情けないことか……」

　こんなとき妻がいれば不甲斐ないながらも初めての子育てに立ち向かえたのかもしれない。埒もないことを考えていたファーレンティンの耳に涼しげな声が飛び込んできた。

「まだ成ってもいないことを勝手に恐れて出来ないと考えるのは時間の無駄です。そんな暇があればいろんな可能性を探って行動するべきです」
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　まるで自分を叱咤されたように感じてファーレンティンが顔を上げると、ちょうど中庭を横切る人影があった。随分早足なその人物はここマンセル国の衣装を着ていたが、どことなく異国風の面立ちの背の高い女性だった。長い黒髪を飾り気なく束ねたその女性はなにやら身振り手振りで説明するふくよかな婦人を諫めているようだった。

「あの女性は？」

　近くにいた給仕係を捕まえて中庭を見やると二人の姿はもう見えなかった。

「長い黒髪の、背の高い女性だ」

　自分の口から出た、全く気の利かない言葉に内心羞恥を感じたファーレンティンだったが、意に反して給仕係はいとも簡単に答えた。

「それでしたら三の姫様の客人でしょう」

　呼んで参りましょうか、と気を利かせようとした給仕係を断って、ファーレンティンは二人が消えた方向を見た。その方向に答えがあるのではないかと思えたのだ。






「姫様、折角の華燭かしょくの宴ですよ？　ごちそうもありますよ？」

　わたしは猫なで声で三の姫を宴に誘うルルウに呆れながらも黙っていた。これで三の姫が出てくるなら問題ないからだ。しかし案の定ごちそうに釣られるような姫ではなかった。部屋からは人の気配が全くしない。頭から毛布を被ってふて寝でもしているのだろう。わたしは大きく息を吐くとルルウの肩を叩く。

「代わります」

「ああ、ルーニャ様なにとぞ……！」

　ルルウは手を合わせてわたしに何度も頭を下げる。ルルウは優しくていい乳母だと思うが、いい年をした娘の手綱は御ぎょせないようだ。いや、この場合いい歳にもなって乳母を困らせる三の姫が悪いのか。なぜ姉の結婚を喜んであげられないのか。王族でありながら政略結婚でもない、互いが想い合った婚姻など砂の中から小さな金剛石を見つけるよりも難しいというのに。なんにせよ、苦言を呈する役回りはしがらみの少ないわたしであるほうが都合がいいのだろう。幾分我が儘にそだった姫にもの申すからには、城から去らなければいけなくなるだろうことは想像に難くない。命の恩人をもてなしたいと強引に王宮に連れてこられ長居してしまったが、このあたりが引き際なのかもしれない。それに近頃はもてなされるより三の姫の話し相手としていいように使われていることの方が多いような気がしてきた。ふかふかのベッドで休めたし、おいしいものも食べられたし、王宮所蔵の珍しい書物や宝物も堪能したしそろそろ隣国ラングワースに馬を見に行こうと思いながら、わたしは声を張った。

「三の姫様、ルーニャです。実はわたし、そろそろお暇しようと思ってご挨拶に来たのですが……ドア越しのお別れになってしまい残念です。姫様、長々とお世話になりました。これからは市井しせいにお忍びの際は危険ですので警護の者を必ずおつけください。人通りの多い場所ではあの香水はお控えください。あとは食べ過ぎないよう、寝るときはお腹を冷やさぬよう腹巻きを……」

　指折り数えて注意点を挙げ連ねていると室内から慌てたような足音がしてドアが内側から勢いよく開いた。

「ルーニャ、行ってしまうの？」

「三の姫様、泣いていたのですか？　可愛らしい瞳が濡れておいでです」

　懐からハンカチを取り出して涙をそっと拭うとその手を握られた。わたしよりも随分小さい手なのに必死さの表れなのか、痛いと感じるほどだった。

「そんなことより、ねえ、もう行ってしまうの？　まだ七日しか遊んでないわ」

「姫様……」

　お礼をしたいからと呼ばれたわたしはいつの間にか遊び相手に変化していたらしい。さすがのルルウも頭痛がするのか額に手をやった。

「ええ、もう十分遊んで頂きました。これから姫様は、マンセル国の姫様としての、いいえ淑女としての務めを果たさねばなりません」

　わたしは三の姫の手を握り返す。すらりと伸びた白魚のような手は未だ苦労を知らない。

「まずは姉姫様の結婚を祝って差し上げましょう。姫様だって姉姫様が幸せになるのは嬉しいでしょう？」

　子供に言い聞かせるように手の甲を撫でながら話すと姫はつややかな唇を尖らせた。

「幸せになって欲しいけど、姉様の幸せは私がいなくても成立するのかと思うと寂しくて」

　一番上の姉とは年が離れている三の姫は、二の姫と二人姉妹のようにして育ったそうだ。きっと特別思い入れが強いのだと思うが、そこでああよしよしと頭を撫でて終わっては……言葉は悪いがルルウと一緒だ。三の姫はこれからこのマンセル国唯一の姫としてより重要な地位を占めることになるのだから、もっと心を強く持って頂かねば先が思いやられるというものだ。

「お寂しい気持ちはわかります。しかし姉姫の婚儀に顔を出さない妹姫、と誹そしりを受けるのはよろしくありません。姉姫の顔に泥を塗ることにもなりかねません」

「でも、宴には私の婿候補もいると……」

　いまは異性よりも姉の方が好きなのだろう。この年頃の娘にはありがちなことだ、とわたしは頷く。

「候補でしょう？　決定ではありません。そんなに引っ込み思案では世界を狭めますよ。何事もやってみましょう。意外と気があうかもしれないでしょう？　合わないと思ったらそのときは上手いこと言って断れば良いのです。失敗してもいいのです、姫様の芯はお強いのですから、次はきっと成功します」

　よく言う、と心の中で呆れながらもわたしは三の姫を鼓舞する言葉を与え続けた。これが本当に良いことなのかわからないけれど、王族として国の慶事に顔を出さないのは本当によろしくない。二心を疑われても仕方ない。短い期間だが三の姫のことをまるで妹のように感じていたわたしは、三の姫が幸せに過ごせるよう、最後にお膳立てをして去りたかった。

「でも……」

　それでも渋る姫にわたしはそっと耳打ちをした。

「三の姫様の婿候補の方、とても凜々しいお顔をされていましたよ？　まるで物語の中の王子様のように」

　きっと気に入られますよ……更に一段声を低くすると興味をそそられたのか、三の姫がそわそわとし始めた。

「まあ、……ルーニャがそこまで言うのなら……少しくらいは顔を出してあげてもいい……かしら」

「まあまあ！　では姫様のお気持ちが変わらないうちにさあ、さあさあ、どうぞ」

　ルルウが素早く三の姫の手を取ると目を瞠みはるほどの早さで姫を引っ張っていった。最近膝が痛くて、と言っていたのに現金なものだ。わたしは二人を見送るとくるりときびすを返して来た道を戻ろうとして、動けなくなった。

　王宮の中庭に、金の獅子がいたのだ。
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　金のたてがみの雄々しい獅子……に見えたのは美しい男性なのだとすぐに気付いたけれど、わたしは目が離せなかった。ただ造作ぞうさくが美しい人間ならば旅の途中でたくさん見かけたけれど、この獅子は別格の輝きを放っているようだった。中庭の木に背を預けて立っているだけなのに、なにがこんなに高貴さを醸し出しているのだろう。首を捻ると獅子はニヤリと口の端を歪ませた。

「小娘をその気にさせる手腕、見事だな」

　想像よりも更に低く響く声は鼓膜を甘く震わせたが、わたしはすぐに正気に戻った。

「まるでわたしを口先だけの詐欺師だとでも言いたげですね」

　低音でいい感じに響くとまるで褒められたように感じるが、実のところ全く褒められていない。それどころかかなり辛辣に貶けなされている。要は舌先三寸だと言っているのだ。そんなことを言われては、相手がいくら美形でもいい気分でいられない。わたしは獅子をにらみ返した。

「甘言かんげんだろうが讒言ざんげんだろうが、ようは三の姫様の印象が悪くならなければいいのです……それで三の姫様が気持ち良く宴に出てくださるのなら。目障りは承知ですが今しばらくご容赦ください。わたしはもうここを去りますから」

　スカートを少し持ち上げて腰を折るとまるで謝罪をしているような気持ちになったが、礼儀を欠くわけにはいかない。どこの誰だか存じ上げないが、この獅子はきっと他人を慮おもんぱかる必要がない、高貴な地位にある方なのだろう。目を合わせずにそのまま立ち去ろうとすると慌てたような声が背中に掛けられた。

「いや、待ってくれ。嫌みを言うつもりはなかった」

　言葉と同時に手を掴まれた。それは拘束しようという類いの強制力を持ったものではなく、どこか縋るような必死さが感じられた。

（必死？　こんな獅子のような男が、まさか）

　わたしは謝罪のような言葉を口にした獅子が次になにを言うのかと思って振り返った。しかし思いも寄らぬ言葉を聞き、つい片目を眇めた。
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　ファーレンティンは静かに動転していた。自分はなぜ三の姫の客人というこの女性を追いかけてきてしまったのだろう。なぜわざと怒らせようとしているのだろう。なぜ去ろうとする女性を引き留めてしまったのだろう。混乱しているにも拘かかわらず、ファーレンティンの口からは自然と言葉が滑り落ちた。

「息子の教育係になってくれないか」

　自分の声が鼓膜を通じ脳に到達してからファーレンティンはそうか、と腑に落ちた。この女性の考え方が私の求めている方向と一致したのだと感じたのだ。あのときの言葉とどこか心地よい涼やかな声音に、自分は共感したのだと感じた。そう思うとなにがなんでも教育係になってもらいたくて、ファーレンティンは掴んだ手に力が入った。

　ここでこの女性を逃すわけにはいかないのだ。しかし目の前の女性は片目を眇めて口を歪めた。

「は？　いやです」

　王になるべくして生まれ、王となるべくして育てられ、周囲から傅かれてきたファーレンティンにとってそれは生まれて初めての衝撃だった。見目麗しいファーレンティンをまるで虫かなにかを見るような目で見、しかも依頼を即答で断るなど。普段なら立腹してもういい、と退出させるところだが、今はそんな気にならなかった。どうしてか、この女性を連れて帰りたくて仕方なかったのだ。

「なぜだ。待遇を気にしているのか？　息子の教育係には王侯貴族に劣らぬ扱いを約束しよう。給与も言い値の倍払う」

　頭の片隅でどこの馬の骨ともわからぬ者になにを言うかと自らを諫める自分もいたがその声を無視してもなんとかこの女性を言いくるめたいと躍起になっていた。

「わたしは」

「なんだ？」

　呆れたように腰に手を当てて首を傾げた女性が大きく息をついた。ファーレンティンは要求を述べるつもりかと耳をそばだてた。
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　なんて傲慢な獅子だと、呆れてしまった。どこの誰だか知らないがまるで駄目だ。そう、わたしはこの御仁が誰かすら知らないのだ。それなのに強引にどんどんと話を進めてしまう厚かましさ。人に命令しなれている高位の貴族か、それ以上の人物……なんにせよ関わり合いになるともれなく面倒が付いてくるに違いない。

「まずわたしは報酬が高額でもどこの誰だかわからない人には仕えたりしません。ご覧の通りわたしは上流階級の人間ではありませんので符牒ふちょうで話されても、もちろんわかりません」

　気の短い人ならば無礼だと怒り出すだろう。わたしは見るからに高貴な人間に名を名乗れと言ったに等しいのだから。この国の要人ならば即無礼打ちもあったかもしれないが、彼が身につけている衣装がこのマンセル国のものではないことを知っていた。つまりは華燭の宴に招待された客人の可能性が高いということだ。程度の差はあれど、身分としてはわたしと一緒。マンセル国で問題を起こしたくないのも一緒だろうと高をくくったのだ。もし勘が外れても、それはそれで仕方がないと諦めるまでだ。しかしそうはならなかった。獅子はしまった、とばかりに顔を歪めてから軽く頭を振った。短く刈った金髪がキラキラと光を弾く様子はまるで天に祝福されているようだと感じた。

「大変失礼をした。私は南のラングワース国国王、ファーレンティン・フィン・ラングワース。貴殿を人格者と見込んで愚息イェレミアスの教育係をお願いしたい」

「ラングワース……」

　獅子改めラングワース王は一転、片膝をついてわたしの手をとった。思わず王族が本名全て名乗るなんてやり過ぎだ、と叫びたくなったが名乗れと言ったのはこちらなのでぐっとこらえた。失礼にならない程度にやんわりと自分の手を取り戻すと見えないようにこっそりとスカートで手を拭いた。王族特有のきらきらしいなにかが付着したような気がしたのだ。

「ご丁寧にありがとうございます。わたしはルーニャと申します。ただの旅人です」

　片足を引いて顔を伏せ、胸に手を当て膝を曲げる。この大陸で共通の挨拶だ。もしかしたらただの旅人、と聞いて興味をなくすかもしれないと思ってわざと付け加えたが、ラングワース王は得心したように頷いた。

「なるほど、それで見聞が豊かなのだな。いつから来られる？　華燭が終わり次第私と一緒にラングワースへ来ることは可能か？」

　矢継ぎ早に言葉を重ねるラングワース王に待ったをかけようと手を前に出すと、なにを思ったのかその手を再び握られた。

「え、あの」

「引き受けてくれて助かる。詳しい話は道すがら話すとしよう」

　引き受けてない、まだ全然引き受けてない！　そう何度も繰り返したがラングワース王の耳には都合が悪いことが聞こえないのか、全く意に介さない。宴が終わったら迎えをやるから待っていろ、と強引に言われ一人中庭に取り残されたわたしはあまりの出来事に瞬きすら出来ずに立ち尽くしていた。

「なんて強引なの。王様ってあんなのばかりなのかしら」

　人の都合を考えない強引さは好きではない……もっと正確に言うと忌避している。誰かに聞かれたら不敬だと言われかねないが幸い周りに気配はない。わたしはひとつため息をつくと自分に宛がわれた部屋に向かった。どちらにしてもここを出て行くのだから荷物をまとめなければならない。背後に宴の熱気を感じながら頭の中で荷造りの段取りを始めたわたしは、背後の不穏な気配に気付いていなかった。

　元々荷物は少ない。鞄ひとつに着替えをまとめると手持ち無沙汰になる。わたしは掃除係の職分を侵すことを覚悟で雑巾片手に掃除を始めた。元々客室なのでそんなに汚れていないのだが七日も使わせてもらえばそれなりに生活感は出てくるものだ。わたしはふと思いつき鏡に向き合い、拭きムラがないように角度を変えながら磨き始めた。単調な作業ほど没頭しやすい。いつの間にか雑巾を握る手に力が入っていたようだ。手に痛みを感じて数度握ったり閉じたりした。そのときに映った自分の顔をまじまじと眺め、ため息をつく。可もなく不可もない容姿、だと思う。癖の強い真っ黒な髪、流行の細い眉をあざ笑うようなキリリとした眉。よく言えば健康的に日焼けした肌。ただ、瞳だけはキラキラとしていて褒めてもいいのでは、と密かに思っている。複雑に色が絡み合い見る角度によって様子を変える、まるで海の碧。故郷の母は宝石のようにきれいだとよく褒めてくれた。今にして思えば他に褒めるところがないのでことある事に瞳を褒めたのだろうなと思わなくもないが、そこまで卑屈にならなくてもいいかと思い直して鏡に向かって笑ってみると、なぜだか先ほどのラングワース王を思い出した。

（あんなに美しければさぞや鏡を見るのが楽しかろうなあ）

　この世の理想を全て集めたような美しさ。誰もが目を奪われるであろうその強い視線は、そういえば青かった。しかし私の碧とは違い、爽やかに澄み渡る夏の青空のような……。通った鼻筋と強い意志を思わせるように引き結ばれた薄い唇。言葉を発するたびについ視線が引き寄せられてしまった。脳裏に浮かんだラングワース王の唇が自分の名を呼ぶところを想像して、慌てて打ち消す。なんだか、とてもいけないことを考えてしまったような気がしたのだ。

「本当に、本気でわたしを王子様の教育係に、って思ってるのかしら」

　しかしそんな夢みたいなことは起きない。そういうことは物語の主人公にしか用意されていない幸福なのだと自分の頬をつねる代わりに雑巾を洗い固く絞ると両手で挟んで叩いた。
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　三日三晩続いた華燭の宴も無事終わり、今日あたりから招待客は順次帰路につくのだろう。わたしは早朝の散歩に出ようとドアを開け、まだ朝霧が立ちこめる中庭を一回りした。しかし今朝はなんだかもっと歩きたくていつもは行かない裏庭も散策してみようかと思い、そちらに足を向けた途端、背後からじゃり、と石を踏む音がした。

「っ？」

「どちらへ行かれるのですか」

　驚いて振り返ると、霧の中から全身を黒い服で覆った男性が姿を現した。それなりに背の高いわたしが見上げるほど背が高くがっしりとした体格でかなり威圧感がある。思わず声を上げそうになったが、よく見ると衣服の様式がラングワース王と似ていたため、あちらの関係者かとあたりを付け、なんとか声を飲み込んだ。

「散歩ですけど、なにか不都合が？」

「いつもは中庭を歩くだけなのに、違う場所に行こうとした理由は」

　感情のこもらない声音で問われると責められているように感じてしまう。わたしは多少気分を害しながら言い返した。

「わたしは三の姫様に散歩の許可を頂いております。どこの誰だか知りませんがあなたの意向に沿うつもりもありませんし、なにか言われる筋合いでもありません」

　キッパリ言い切ると男性は沈黙の後咳払いをした。どうやら動揺したようだ。恐らく言い返されたことがないのだろう。

「私はラングワース王の命であなたを警護していました。いつもと違う行動があれば止めるように言われています」

「は？」

　今度はわたしが動揺する番だった。ラングワース王が、わたしを。警護と言えば聞こえがいいが、要は見張らせていたのだ。おかしな行動がないか逐一報告を受けているのだろう。そう考えると頭にかっと血が上った。わたしの行動を制約するつもりなら、首に縄を付けるつもりならそんなことは……。

「とても許容できない……！」

　次に会ったときに、わたしは冷静でいられる自信がなかった。

















２・ラングワース国へ












「………っ、…………っっ！」

　人間、極度に感動したときには言葉が出ないものだ。わたしは冷静さを欠いたまま両手の指をワキワキさせながらラングワース王に話しかけた。

「触っても……、いいですか？」

「……構わん」

　多大な呆れを含んだ声音はいつもよりも低く、なんとなく機嫌を損ねたような気がしたがそんなことは些末事だ。だってわたしの目の前には世界で一番美しい生き物がいるのだ。通った鼻筋、神秘的に輝く黒目がちな瞳、手入れの行き届いたさらさらのたてがみ……ああ、なんと美しい馬なのだ！

「そんなに馬が好きか？」

「この世で一番好きです！」

　馬を怖がらせないように声量を抑えながら、震える手で首筋を撫でる。馬は長い睫毛をふぁさふぁさと動かしながら大人しくしている。ああ、美しくてお利口……！

　飽きもせず馬を撫でるわたしに焦れたのか、ラングワース王がすぐ近くまでやってきた。

「そろそろ馬車に乗れ、出発するぞ」

「え、わたしは是非騎乗したいです。駄目なら御者台に」

　目を輝かせて訴えたが聞き入れてもらえなかった。権力を笠に着て、なんと心の狭い王様だろう。これはまさに横暴の見本だ。

「そんなに馬が好きだとは、珍しい女だ」

「まるで女性の全てを知っているような口ぶりですね」

　少々挑戦的な物言いになってしまうのは乗馬を断られた腹いせだから仕方ない。わたしは心持ち唇を尖らせ反抗の意を表したが、ラングワース王は気持ちを立て直したのかいつもと変わらぬ凜々しい表情になっていた。

「到着するまでにいろいろ話をしたいのだ」

　おや、話をする？　強引且つ独断専行の王様が？　歩み寄るつもりがあるのだろうか。

　わたしは意表をつかれたのと、王様の話す内容に興味が湧き、今回は王様と一緒に馬車に乗ることを了承した。

「でも話が終わったらせめて御者台に移動させてください」

「……そなたは私と一緒にいるのがそんなに嫌なのか」






　馬車の中はさすがに王族専用だけあって、豪奢な作りである。わたしも旅の途中何度か乗合馬車を利用したことがあるがそれとは全く別の乗り物のようだった。まず座面が板敷きではない！　と口に出そうとして王族が座る椅子が板敷きなわけないか……と思い直し言葉を飲み込んだ。ラングワース王にとってはこれが当たり前なのだ。

「そなたとこれからのことを話そうと思ったのだ」

　馬車がゆっくりと走り出すと、ラングワース王はおもむろに口を開いた。確かに出発前はゴタゴタしていたのでゆっくり話が出来なかった。しかし今更話など……提案だけしてわたしの返事も聞かず、強引に話を進めたことをこの王様はわかっているのだろうか？　それにこういう実務的なことは王様ではなく別に取り仕切る人がいるのではないか、と首を捻るとラングワース王はそれを感じ取ったようだ。

「我が息子のことを他人にばかり任せてはおけぬのでな」

「ごり……んんっ」

　つい『ご立派です』と褒めそうになってしまって慌てて口を噤む。仮にも王様に向かってご立派です、なんてどの立場から言うつもりなのか。しかし人任せにしない責任感はあるのだな、とわかってほっとしたのも事実。わたしは咳払いをして背筋を伸ばす。

「王子様はおいくつですか？」

「今年五歳になる」

　ラングワース王は昨年王妃を亡くされたらしい。母親になついていた王子様は悲しみが深かったようだが、気丈に過ごしていたらしく、周囲は安堵していたらしい。

「しかし最近になってイェレミアスの態度がおかしいことに気付いた」

　なんでも、以前と比べて扱いにくくなったのだという。親に反抗したいお年頃なのでは？　と口を挟むがそうではないという。

「人との関わりに壁を作ってしまわぬうちになんとかせねばと思っている。それには近すぎない距離の者の方がいいと思った」

　他人だからこそ話せることもある、ということか。確かにそういうこともある。わたしは思いのほか息子を気にかけているラングワース王をほんの少し微笑ましく思い、頬が緩んだ。

「わたしはなにを教えましょう」

「イェレミアスは賢く、なんでも出来る。それに勉学については専門の教師がいるのでな。勉強以外のことを」

　姉のように接してやってほしいと頭を下げられた。

「では、そのように。期間は？」

　わたしはいつまでもだらだらとラングワース王国にいる気はないという意思表示だ。王も承知しているのか鷹揚に頷く。問題がなければとりあえず一年、と形の良い唇が紡いだ言葉にわたしは難色を示す。

「一年……」

「なんだ、問題が？」

　片眉をくい、とあげる仕草にドキリとする。これはきっと自分が美形だと言うことをわかったうえでしている表情なのではないかと思う。そう思わざるを得ないほどにラングワース王は美しいのだ。わたしは不自然にならないように気をつけながら視線を外した。

「実はわたし、将来馬と暮らしたいと思っていて、マンセル国を出たら相棒を探しに行こうと思っていたのです」

　それが一年もお預けなんて、果たして我慢できるであろうか、と自問自答していると、ふ、とラングワース王から息が零れた。

「ふ、ふふ……それで馬車馬をあのように愛おしそうに撫でていたのか」

　わたしがなかなか馬車に乗らなかったことを思い出しているのか、ラングワース王が細かく肩を震わせた。そんなに可笑しいかと思ったがそうではなかったようだ。

「我がラングワースは名馬の産地。どのような馬でもより取り見取りだ。なんなら一年かけて馬を吟味したらいい」

　思いも寄らないラングワース王からの提案に、わたしは気付いたら美貌の王の手を握っていた。

「是非、よろしくお願い致します！」

　現金だと言わば言え。わたしは今、やっとラングワース王と利害が一致した気がした。
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　このような女は初めてだ、とファーレンティンは向かいに座ったルーニャを盗み見た。彼女は何やら楽しそうに車窓に流れる景色を楽しんでいる。さきほど手を突然握ったかと思うと惜しげもなくその手をさっと離したルーニャ。今はあんなに熱烈に手を握ったことなどもう忘れたかのようだ。大抵の女性はファーレンティンに触れると恥ずかしそうにしながらもなかなか離したがらないものなのに、とそこまで考えてはっと気付いた。

（それではまるで手を離して欲しくなかったようではないか）

　おかしな考えを頭から追い出し、イェレミアスのことを考える。幼くも賢い一人息子のイェレミアス。早くに母親を亡くしてしまったのは可哀想だが、王族である以上しきたり通りにいつかは母親と距離を置かねばならない日が来たはずだ。イェレミアスの場合、それがほんの少し早かっただけなのだ。

　五歳であればまだ甘えたいときもあるだろう。本当は同腹の妹か弟を作ってやりたかったファーレンティンだがそれももう叶わない。だが幸いにもルーニャが来てくれることになった。姉のようになついてくれればいいのだが。化粧っ気のない、しかし健康的で溌剌としたルーニャならばきっと鬱屈したイェレミアスの心を解してくれる……なぜか根拠のない自信がファーレンティンにはあった。
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　途中の宿に宿泊するときに一悶着あったけれどそれ以外は滞りなく旅程は進み、予定通りにラングワース国に到着した。いつも移動は歩きか、稀に乗合馬車だったわたしは、かしこまった王様との馬車の旅で気を抜けず背中や腰が痛くなったが、意外と世話焼きのラングワース王がクッションを貸してくれたのでなんとか無様な格好を披露せずに馬車から降りた。

「……と、」

　しかしわたしを待ち受けていたのは無遠慮な視線の数々だった。さすがに王様の家臣だけあっておおっぴらに口には出さないが、わたしのことを怪しんでいるのが丸わかりである。しかし王様はそんなことは気にもかけていないのかわたしを呼ぶとスマートに口ひげの男性に紹介した。

「先触れでも伝えただろう、イェレミアスの教育係のルーニャだ」

「はじめまして、お世話になります」

　スカートの裾を少し持ち上げて挨拶してみたが反応は薄い。しかしみなプロなのか礼儀から外れたようなことはしない。きっちりと頭を下げてくれる。しかしこの静かに肌に刺さる好奇の視線はなかなか居心地が悪い。ラングワース王のほうをチラリと見るが、彼は全く気にしていない様子である。ああ、王様たるものいつも見られて当たり前なのですね……わたしが小市民なのですね……。心の中で独りごちているうちに客室に通され、好きに使うように言われる。

「夕食のときにイェレミアスに紹介する。それまで休んでくれ」

「ありがとうございます」

　ラングワース国は大陸の南に位置していて気温が高いせいか、王宮は開放的な作りをしている。この客室も風がよく通り抜けるように計算された作りになっているのだろう。大きな窓にレースのカーテンがゆったりと掛けられてサワサワと揺れる様はとても心地よいし、色とりどりの珍しい植物が飾られていて目を楽しませてくれる。白い壁に遠近感を失いそうになりながらもその壁に施された繊細な彫刻やさりげなく並べられた調度品に目を奪われていると開いた窓から人の話し声が聞こえてきた。

「どうなの、なんなのあの、ルーニャとかいう女は？」

「陛下と同じ馬車に乗ってくるなんて普通じゃ考えられないわよね」

「やっぱり愛人なのよ！」

「あんなに色気のない女が愛人なわけないわ！」

「……案外脱いだらすごいとか」

「いやー！　身体で誘惑したっていうの？　汚らわしい！」

「あまり化粧をしていないようだったわ、陛下はああいう女性の方がお好きなのかしら」

「まさか！　王妃様はあんなにお美しかったのだし、それはないわ」

　きっと王宮務めの侍女か女官だろう。女三人寄れば、とはよく言ったものだ。かしましい討論はだんだん小さく遠くなっていって、わたしはほっと息をついた。なんとまあ、好き勝手に言ってくれるものだ。しかし、彼女らの言うように確かに見目麗しいラングワース王とわたしじゃ釣り合わないだろう。

　それも当然なのだ。だってわたしたちはそういう関係ではない。王の好みに合っていなくて当然なのだ。もしも自分の好みを優先させて息子の教育係を選ぶような人物であったなら、相手がたとえ王様であってもお断りしただろう。そもそも王様の好み、という時点で落選確実である。

　このたびわたしがここへ来たのは、ただイェレミアス王子に寄り添って欲しいと、子を心配する父親からの依頼だったからだ。本来なら言動に気をつけなければいけない窮屈な王宮という敷居の高い場所だが、住み込みで食事つき、月々の定額お給金に退職時には最高の馬をいただけるという破格の条件。そしてラングワース王は必要以上に自分相手に傅かしずかなくてもいいと言っていた。少し気を付けてお行儀良くしていればなんとかなるのではないか、とわたしは楽観視している。

「まずはイェレミアス王子との顔合わせよね」

　さきほどの耳に悪い討論を頭から追い出すとわたしは鏡を探した。ドアの近くに目的のものを見つけ鏡の前に立ってみる。どこにでもいそうな背の高い女が一人、いつもの顔でこちらを見返していた。

「……まあ、不快感を与えなければ」

　わたしは最初に乗り越えるべき壁を、やや低めに設定した。

　そして夕食の時間。わたしは礼儀として持っている中で一番いい服を身に着け、髪を丁寧に梳くしけずった。まっすぐさらさらにはならないものの、ふんわりとした質感は復活した。

「鳥なら喜んでくれるだろうけど」

　そう言うと迎えに来てくれた先導役の侍女が前を向いたままぶふっと吹き出した。もしかしてノリがいいのかもしれない。しかし特に会話が弾んだということはなく、その後は無言のまま晩餐会場に到着した。

「う、……わ」

　扉を開けて、わたしは言葉を失った。豪華な内装や素晴らしい調度品に目が眩んだわけではない。それよりも尊いものを目にしたのだ。遠くて聞こえないが、何事か語らう美貌の親子の図、である。ラングワース王は言うに及ばず、しかしそれに勝るとも劣らない美しい子供……あれがきっとイェレミアス王子なのだろう。父親と同じ澄んだ空の青を写し取ったような瞳に金糸のように輝きを放つ髪。まるで神の手を持つ職人が作り上げた天使の像なのでは？　と真面目に考えたところでラングワース王に声を掛けられた。

「ルーニャ、こちらへ」

「……」

　その呼びかけにどことなく親しげな空気を感じて、わたしはほんの少し顔を引き攣らせる。わたしが仲良くなるべきはイェレミアス王子であって、ラングワース王ではないというのに。しかし子供の前で波風を立てるのはよろしくない。口角を上げて笑顔を作る。

「ルーニャと申します、お目にかかれて光栄です」

　スカートの裾を持ち上げて挨拶すると、天使像はふわりと瞬きをした。

「イェレミアスです。よろしくおねがいします、せんせい」

　ぴょこんと頭を下げて挨拶する様は利発さが溢れており、ラングワース王が心配するようなことはないような気がする。しかし賢い子供というのは大人より隠し事がうまいことがある。抑圧されたなにかを抱えているのかもしれない。わたしは屈んでイェレミアス王子と視線を合わせる。

「仲良くしてくださいますか？」

　首を傾げると一瞬だけ意表をつかれたような顔をしたがこくりと頷く。視線がきょろきょろと忙しく動くのを見てわたしはイェレミアス王子の手を取った。

「わたしはこの国で初めて食事をします。おかしなところがあったら教えてくださいね」

「ぼくがせんせいからおそわるのではなくて？」

　おとながそんなことをいうなんて、とばかり小首を傾げるとさらさらと金の髪が流れる。わたしは頭を撫でたい欲求をなんとか我慢した。

「ラングワースでの作法はイェレミアス様の方がよくご存じでしょう？　さあ、参りましょう」

　王子と並んでテーブルにつくとすぐにカトラリーがセットされ直す。予定ではそれとなく距離をとって座らせるはずだったのだろう。予定を狂わせて申し訳ないが王子様と仲良くなるためなので大目に見て欲しい。ちらりとラングワース王を見ると軽く頷いてくれたので了承されたものとみなしておく。

　わたしと王子は並んで食事をする間、たくさんおしゃべりをした。相槌を打ち、驚き、笑ううちに王子の表情から固さがとれてきたのがわかった。食事を終えたときもっとお話をしよう、と手を引かれたときには心の中で拳を握った。

「では、お父様に聞いてみましょう」

　もちろんラングワース王をおいてけぼりにするつもりもない。わたしの仕事はこの美しい親子の関係を円滑にすることなのだから。さあ、とイェレミアス王子の背を軽く叩くと一歩進んでもじもじする。

「ちうえ、せんせいとおはなしをしていいですか」

「ああ、かまわない」

　ラングワース王の手にはワインが注がれたグラスがあった。どうやら割って飲んでいるらしいので飲み過ぎることはないだろうが、一言チクリと添えておく。

「では御前失礼致します。御酒を過ごされませんよう」

　飲み過ぎて正体を失う大人は最低だぞ、という気持ちを込めて笑顔でイェレミアス王子の手を取る。ふくふくとした小さな手が遠慮がちに握り返してくれたことに幸せを感じ、足取りは軽かった。
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　いちいち気にさわる女だ。

　ファーレンティンはステップでも踏みそうに楽しげな二人の背を見送りながらグラスを傾けた。思った通り、ルーニャは子供の気持ちを掴むのがうまい。あっという間にイェレミアスと仲良くなってしまった。あまりの早さに親としての矜持が疼いたが、そんなことは些末。ファーレンティンはグラスの中身を一息に飲み干した。

「……」

　すっきりとした味わいが気に入りの銘柄だったが、今日はほんの少し口に苦みが残った。
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　実際、順調すぎると思ったんだ。数人の女性に囲まれてわたしはそっと息を吐いた。イェレミアス王子とはすっかり仲良くなり、初日から一緒に寝ようと盛り上がったのはさすがに侍女たちに止められた。確かに軽率だったが、残念そうに下を向くイェレミアス様がとても可愛らしく、それを思い出すだけで頬の緩みが止まらない。

「ちょっと、聞いているの？」

「あ、はい。すみません」

　普段はお行儀が良く人との距離を適切に保つイェレミアス王子があんなになつくなんておかしい。この女性たちはそう仰っている。わたしはただ、いつも旅の途中で出会った子供たちにするように接したつもりだったのだが、なぜか怪しまれてしまっている。普通にしているつもりなのに普通じゃないといわれると本当に困ってしまう。かといって、じゃあ、普通とは？　と聞くと誰も具体的には答えられないのに。全くおかしな話だ。

「とにかく、あまり馴れ馴れしくしないように。分を弁えなさい」

「そうよ、十人並みのくせに」

「……十人、並み」

　これは恐らく容姿のことだろう。それくらいはわたしにも察せられる。しかし教育係とは容姿が優れていないとできない仕事だっただろうか？

「教育係に容姿は必要ですか？」

　よくみると女性たちはみな美しい顔立ちをしている。スタイルだっていい。きっとラングワース王と並んでも遜色ないだろう……わたしと違って。

「ないよりあったほうがいいでしょう？」

「イェレミアス王子だって同じことを教わるなら美人の方が楽しいに決まっているじゃない」

　それはそうだ、とわたしは納得しかけていやいや、と思い直す。イェレミアス王子には容姿で判断するような視野の狭い人間になって欲しくない。わたしは意識して顔をあげた。

「わたしは必要以上に馴れ馴れしくしているつもりはありません。特別な計らいをして欲しくて教育係になったつもりもありません。ご意見があればラングワース王にご注進してください。全ては王が決めるでしょう」

　決定権のある王に裁量を任せたつもりだったが彼女たちにはどうも違うように聞こえたらしい。皆が揃って激高した。

「まあ、なんて高慢なんでしょう！」

「ええ！　こんな卑しい人が教育係なんてとても認められない、イェレミアス王子の性根がねじ曲がってしまうわ！」

「即刻王宮を立ち去りなさい！　下賤の者がいていいところではなくてよ！」

「いい歳にもなって化粧もせずに髪もそのようにボサボサで、よく人前に出られるわね」

　せせら笑う声に嘲りが混じり、本来関係ないはずのわたしの容姿に言が及び、徐々にエスカレートしていく。争う事を望まないわたしでも一方的に蔑まれて気分を害さないはずもない。しかも真実はいつも的確に胸を抉る。彼女たちは嘘偽りを言っているわけではない。容姿に華やかさがないことも頭髪がみっともないことも、真実なのだ。でも、それが真実だからといって真正面から突きつけられて平気なわけではない。

　自分の美しさを笠に着て高みから見下ろす人に対して、本当のことを言われたわたしはなにが出来るだろう？　愛想笑いをして場を収めるなんてことは到底出来ない。かといって反論するのも馬鹿らしい。容色はいつか必ず衰えるもの。そのときに今の言葉が自分に返ってくる呪いとなることを、親切に教えてあげるつもりはない。わたしは人格者でも聖人でもないのだ。

「わたしの見てくれが良くないことは承知しています。しかしラングワース王がわたしを教育係にと望まれたものを他の方が覆すのもどうかと思うのです。やはり王に判断を……」

「まだ言うの？　早く立ち去れと言っているのが聞こえないのかしら？」

「ああ、下賤の者は言葉も通じないのね、いやだいやだ」

　あはは、うふふ、と優雅に笑う彼女たちにはなにを言っても無駄な気がしてきた。わたしは失礼します、とその場を立ち去ろうと背を向けた。

「ああ、あなた。出て行くのに荷造りは必要なくてよ」

　一人がわたしの背中に語りかける。それが嫌にねっとりとした感触に不穏なものを感じて振り返ると美しくもいやらしい笑みを浮かべている。

「あなたの荷物、とてもじゃないけれど小汚くて。こちらで捨てておいたから」

「は」

　すぐに理解できなかった。捨てておいた？　わたしのカバンを？　そう言ったのか？

「わたしのカバン……」

「でも出て行くのに文無しでは困るでしょう。ほら、恵んであげるわ」

　彼女は金色の硬貨を数枚指で弾いてわたしの足下へ落とした。人の私物を勝手に処分しておいて、跪いて金貨を拾って出て行けと。

　旅をするなかで失礼な扱いを受けたことは多々あったが、ここまで幼稚なことをされたのは初めてだった。わたしは頭に血が上るのを感じた。

「全ての人を金で動かせると思うな！」

　言うが早いか、わたしは駆け出した。もしかしたら彼女たちの讒言の可能性もある。客室にはちゃんとわたしの荷物があって……中身も無事で。そう微かな期待をしてドアを開けたが、あっさりと裏切られた。あるべき場所にあるべきものはなく、客室はただの空虚な空間と成り果てていた。

　特別高価なものが入っていたわけではない。だが、だからといって人の荷物を勝手に処分していいということにはならない。旅の思い出の品だってあったのに。わたしは怒りよりも無力感で虚脱した。

　そしてしばらく床に座ったままぼんやりと考え、ここを出て行こうという結論に達した。誘ってくれたラングワース王やなついてくれたイェレミアス王子には悪いが、ここはわたしを疲弊させる。結局彼女らの思惑通りになってしまうのは悔しい気もするが、我慢してここにいてわたしに利があるだろうか。いやない。わたしはゆるゆるとたちあがり荷造りをしようとして、荷造りする荷物がないことに気付いて苦笑した。

「ははは。荷物ないんだってば」

　これからどうしようかと考えていると、イェレミアス王子付の侍女殿がわたしを呼びに来た。

「ああ、午後は歴史の先生がみえるんでしたね」

　教育係と言われたもののこの国の王族が備えるべき教養を網羅できているわけではないわたしは、王子と一緒に授業を受け、補助することが求められている。わたしは重い腰を上げ立ち上がると侍女殿にあとで王に面会をしたい旨を伝えた。






　歴史を教えてくれるのは白い髭をたくわえた枯れ木のような教師だった。本や資料の類いは一切持たず、細い杖だけを持ってやってきた。

「おや、あなたがイェレミアス王子の教育係という……」

「ルーニャと申します」

　深くお辞儀をするがよろしく、とはいえなかった。わたしはここを出て行くのだから。聡い教師はなにかを感じ取ったのか片眉をクイ、と上げバユシュコールと名乗った。

「この国は初めてかな」

「はい」

　とてもいい国ですね、という言葉を飲み込む。まだ、気持ちの整理がついていないのだ。曖昧に笑みを浮かべるとバユシュコール師は座るように言い、自分もよっこらしょ、と大儀そうに椅子に腰掛ける。

「せんせい、このまえのつづきからですか？」

　イェレミアス王子が訊ねると師はそうさのう、とあごひげをさする。

「ルーニャ殿もいることだし、今日はイェレミアス王子のテストも兼ねてこれまでの復習をしようかの。王子、この国の成り立ちからかいつまんで説明してくださらんか」

　悪戯を思いついたように目を細めた師はイェレミアス王子の絶句を誘い、わたしは思わず笑ってしまった。

　何度か言い淀みながらもイェレミアス王子は師からよく出来ましたと褒められ、にこりと可愛らしい笑みをこぼす。師はわたしに向き直ってどうかね？　と感想を求めた。

「イェレミアス王子の説明はとてもわかりやすかったです。きちんと理解して自分の頭の中に年表が出来ているのですね。素晴らしいことだと思います」

　まずは発表してくれたイェレミアス王子をねぎらい褒める。王子はくすぐったそうに首を竦めながらも嬉しそうである。こうしていると普通の子供と変わらない無邪気さを感じる。ラングワース王のいうような影は見当たらない。

「ラングワースは名馬の産地と聞きましたが、元々は北方の騎馬民族からの派生だったのですね。この南の地に根を下ろしたのはなにか理由があったのでしょうか」

　やはり馬のことは気になってしまうのでつい質問にも力が入る。

「近くにいい餌場があるのだ。森に湧水由来の大きな湖があってその近辺に柔らかい草が生える。森の栄養をたっぷり含んでいる草を食べさせ放牧するのにこの地は適していた」

　低く朗々とした声は後ろから聞こえ、徐々に近付いてきた。誰の声か振り向かなくてもわかったが振り向かないわけにもいかないだろう。

「陛下」

　声の主は鷹揚に頷いてイェレミアス王子の頭を撫でた。

「イェレミアス、よく学んでいるな」

「……ありがとうございます、ちちうえ」

　イェレミアス王子の態度におや、と目を瞠る。わたしが褒めたときよりも声の温度がすっと下がったのだ。表情も動かず、……しかし嫌っているようには見えないという複雑さ。わたしはついバユシュコール師を見た。

「………」

　師もそれを感じているのか片目をつむった。恐らく『なにも言うな』という意味だと受け取ってわたしは小さく頷いた。

「陛下、今日はなにか？」

　師が話題を逸らすようにラングワース王に話しかけると夏の空のような曇りない青色がわたしを見た。急に視線が合うとドキッとする……心臓に悪いほどいい顔だ。

「ルーニャが私に会いたがっていると聞いたのでな」

　青い瞳がきゅうと細まった。わたしは背筋に悪寒が走り思わずぎゃ、と悲鳴を上げた。

「ご、誤解を招く言い方をしないでください、わたしは侍女殿に陛下に面会したいと申し上げたのです！」

　イェレミアス王子もいるところでおかしな物言いはやめてもらわねば。わたしは澄まし顔のラングワース王を睨みつけた。

「これからもそのようなものの言い方をするのであれば、後任のかたが女性の場合著しく問題かと」

　そう、ラングワース王は美しすぎる。この美貌が間近にあって気さくに話しかけてくれる存在であるなら、身の程を弁えず誤解する女性もあるだろう。身の程、と言う言葉を使った自分に気付いて眉を顰める。自分の中にそういう考えが根ざしていることを突きつけられて口の中に苦さが広がる。

「待て、後任とはどういうことだ」

　耳聡く聞きつけたラングワース王が片眉を上げてわたしに問う。本当はイェレミアス王子に聞かれたくなかったが仕方がない、ここで誤魔化してあとで改めて言うのもまどろっこしい。一度ですむならそれに越したことはないのだ。

「どうもわたしはここで歓迎されていないようです。自分の持ち物を勝手に処分されてしまうようなところでは安心して働けません」

　もしかしたら彼女らはいままでも気に入らない人物をこのように排除してきたのかもしれない。名も知らぬその人は恐らく泣き寝入りをしたのだろう。だから彼女らはこの手が有効だと思ってしまった。しかしわたしは違う。黙って泣いて去ってなんかやらない。ラングワース王に告発をしたとしても、この国になんのしがらみもないし思い入れもない。来たばかりで名馬を見学できなかったことだけが心残りと言えば心残りかもしれないが、馬は他にもいる。ここの馬でなくてはいけないということはないのだ。きっとどこかにわたしにぴったりの相棒がいるに違いない。この旅はその相棒を探す旅でもあるのだ。一生をかけて探しても構わない。まだ見ぬ相棒に待っててね、と心の中で話しかけたわたしに低い声が届く。それは怒りを感じているのか微かに震えているような気がした。

「……持ち物を勝手に、処分、……されたのか？　誰に？」

　ギラリと王の瞳が不穏に輝いた。まるで獲物を狙う獅子のようなそれにぞくりと悪寒を覚える。わたしは声が震えないように気をつけながらゆっくりと言葉を紡いだ。

「存じ上げません。ただ、わたしのような見目の良くない者が陛下の近くをうろちょろしているのが気に障ったようです。いちいちそれに耐えてあげる必要もないかと思いまして。折角わたしを教育係に召し上げてくださったのにこんなことになってしまい申し訳ないのですがお暇を頂きたく」

　椅子から立ち上がり、常よりも深く頭を下げる。人に仕えるということはこういう場面で頭を下げねばならないものだと承知している。しかしなにも成さないうちに職を辞するというのはなんとも尻の据わりが悪い。本当ならイェレミアス王子と楽しく勉強をするはずだったのに。重ね重ね無念だ。

「ストッケル！」

　ラングワース王が急に大きな声を上げた。同時にドアが開いてマンセル国で私を監視していた男性が音もなく入ってきた。

「すぐにルーニャの荷物を探せ」

「かしこまりました」

　無駄な説明を一切省いた、それでわかるの？　と思わなくもない簡潔な命令に私は唖然とした。正直「もういいです」という気持ちもあったがそんな発言を許さないような雰囲気に圧倒されていた……つまりラングワース王は怒っていた。

「ルーニャ、荷物は探す。無体を働いた者もすぐに探し出して罰する」

　青空のような青い瞳が、今はなにか違うものによって輝いているように見えた。まるで怒れる獅子である。わたしは捕食されるような気分を疑似体験し二の腕をさすった。

「いえ、結構です。出て行く者の為に身内の輪を乱さなくてもいいでしょう」

　王宮に出入りしているということはそれなりに地位のあるものかその関係者なのだろう。下手に罰を与えてラングワース王への不満がくすぶっては申し訳ない。彼女たちを是正するのは、この国の重大事でなくてはならないだろう。

「出て行くなどと……考え直してくれ」

「申し訳ありませんが、イェレミアス王子の教育係は他を当たってください」

　わたしはなんだか無性にモヤモヤしていた。自分の荷物のことではなく、なぜかラングワース王に、である。先日出会ったばかりの、ましてや来歴のわからぬわたしをここまで買ってくれているのに、なぜこんなにモヤモヤするのだろう。徐々に眉間にしわが寄っていくのを感じて、私は眉間をさすった。

「私はイェレミアスにはルーニャが必要だと思っている。辞められては困る」

「ええ、あなたはそうでしょうとも。でもわたしの意見は尊重してくださらないのかしら。こんな扱いを受けたのにまだここにいてもいいと思っているとでも？」

　モヤモヤはいつしかムカムカに形を変え、わたしの不満となって口から出そうになっていた、そのとき。後ろの低い位置から袖口が引かれた。

「せんせい、やめないでください……ぼくのせんせいでいて」

「……っ！　…………っっ！」

　イェレミアス王子がわたしを不安そうに見上げていた。父親似の青い瞳が涙で潤んでいるのに気付いて、わたしの罪悪感が瞬時に一杯になった。イェレミアス王子は昨年最愛の母親を亡くしたばかりで別離に特別敏感なのかもしれない。そんな簡単なことに気付かずイェレミアス王子の目の前でラングワース王と口論するなんて。

　わたしは周りの空気がずし、と肩に乗ったような罪悪感を覚えた。いや、天使を泣かせた罪はもっと重いに違いない。

「ごめんなさい、そうよね……わたしったらなんて短慮を……」

　しゃがみ込んでイェレミアス王子を抱きしめると王子はすん、と鼻を鳴らした。小さくくぐもった声で「やめない？」と重ねて問う様がいじらしい。

「ええ、辞めないわ。ごめんなさいね、感情的になってしまったわ」

　安心させるように頭を撫でると柔らかい金髪の感触が手に心地よく、ずっと撫でていたい衝動に駆られる。

「……っ、ごほん、ごほん」

　少し離れたところでバユシュコール師がどことなくわざとらしく咳き込んだので、わたしは顔を上げてみた。するとそこには苦虫でもかみつぶしたような金の獅子が腰に手を当てていた。いや、そんな表情をしていても美形ですけど……どうしたのですか？
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　ルーニャの荷物は焼却される寸前のところでストッケルによって発見された。多少汚れてしまったが持ち主の許可を得て念入りに洗濯して返された。きれいすぎてわたしのカバンじゃないみたい、とルーニャは言っていたが大事そうに胸に抱えた様子を見、ファーレンティンは心底安堵した。もとより物に執着するような人物には見えなかったが、それでもこれは紛うことなく窃盗である。たとえ犯人が高位貴族であろうと罰は受けさせるつもりでいた。しかしルーニャは是と言わなかった。

「なぜだ」

「彼女たちにはしかるべき人から諭してもらい反省を促してください。そしてわたしを鍵がかかる部屋に移動させてください。それでも同じようなことが起こるならばそのときに罰を」

　寛容が過ぎる、とファーレンティンは難色を示したがルーニャは頑として譲らなかった。

「わたしはここでは新参者です。ここでの振る舞いをよく知らないがゆえにおかしな行動をして彼女たちの逆鱗に触れてしまったのかもしれません」

　反省するべき点は自分にもある、と浮かない顔をする。いつも溌剌としたルーニャには珍しい表情でファーレンティンは彼女を見つめた。意志の強そうな眉がほんの少し下がり、突いたら倒れそうなルーニャの様子に妙な気持ちになる。

「……では、そのように」

　そもそも女性を滞在させる部屋に鍵がついていないというのもおかしな話だ、と視線を逸らしながら宙を睨む。これまで王宮で問題になったことがなかったため特に対策をしてこなかったが、この機に防犯面を見直してもいいのかもしれない。では、と退室するルーニャの後ろ姿を見ながら、彼女の新しい部屋には私のはす向かいが空いている、と考えてすぐにらしくない、と思い直した。

















３・王子が可愛過ぎて困る。












「わあ、せんせいがむかいのへやにくるんですか！」

　イェレミアス王子がぴょんぴょんと跳ねて全身で悦びを表しているのをわたしは微笑ましく眺めた。警備がより行き届いていてイェレミアス王子に近く、日当たりの良い東南向きの部屋を宛がわれたのはありがたいが、とわたしは部屋の並びを思い浮かべる。客室も立派だったがここはそういうくくりではなく……もしかしなくても王家のプライベートエリアではなかろうか。壁は厚く扉も頑丈な作りで窓枠もしっかりしていて、明らかに防御力が増している。それに下手に華美に装い財力を誇示すると言うより質実剛健というか、心地よい生活と安全に配慮した作りを感じる。またもや彼女らの怒りに着火してしまうのでは、と危惧したがその後は廊下で会ってもなにも起きなかった。ただ、目が合った瞬間、まるで蛇に睨まれたカエルのようにおびえた顔をするのが気になった。

「どんな言葉で諭したのだか……」

　しかし荷物を勝手に捨てられるのに比べたら随分人間らしい対応になったと思うことにした。それよりも問題なのは、ラングワース王の方だ。あれからどうにも態度がおかしい。

「気に入られましたなあ」

「まさか、そんなことはないでしょう」

　バユシュコール師が目を細めて笑うのを、わたしは毎回否定するのが日課のようになってしまった。忙しいはずのラングワース王は一日に一度は必ずわたしに話しかけて来るようになった。イェレミアス王子の勉強の時間やお茶の時間、散歩の時間や鍛錬の時間。日によって時間や場所はまちまちだから規則性を見つけることはまだ出来ていない。最初はカバンの件で罪悪感があるのかと思っていたがただの教育係に接するにしては近しい態度で話しかけられるのはたいそう居心地が悪いものだ。もちろん同時に王子にも話しかけて親子のコミュニケーションはとっている。だが、わたしに話しかける時間があれば、その分イェレミアス王子と長く会話して欲しいのだ。そう思うことはおかしいだろうか。机に向かって一生懸命絵筆を動かしているイェレミアス王子に視線を向けるとそれを感じたのか、顔を上げた王子と目が合った。

「せんせい、できました！」

　イェレミアス王子が両手で紙をそっと持ち上げてこちらに歩いてくる。どれどれ、としゃがみ込んで覗き込むとアリの行列が描かれている。しかしそのアリはだんだんと大きくなっていて、紙の端のほうになると猫ほどの大きさで描かれている。

「アリね。これはどうして大きくなっているの？」

　訊ねるとイェレミアス王子は少し考えてから指さしながら説明してくれる。

「アリをみつけたので、もっとよくみようとおもって、ぼくがちかづいたの。そしたらアリがおおきくみえたんです！」

　わたしはその答えに胸が熱くなった。なんと素晴らしいのだろう。その発想も、発想を第三者にわかりやすく説明できる知性も兼ね備えているなんて。この子供らしい自由な発想を大事にして欲しい。大いに褒めて差し上げようと勢いよく両手を広げるとイェレミアス王子はぱっと顔を輝かせてわたしの胸に飛び込んできた。

「素晴らしいわ、イェレミアス王子！」

　ぎゅうぎゅうと抱き込んでサラツヤの頭を撫で回していると王子もその短い腕をわたしの背に回してくれる。小さな鼓動がトクトクと跳ねているのをこんなに間近に感じられるなんてなんと幸せなことだろう。その幸せに首までどっぷり浸かっていると、背後から冷気を帯びた低音が聞こえてきた。

「……なにをしている」

　振り向かなくてもわかる、その骨に染みるような美声が今はほんの少しひび割れているような気がする。どうやら声の主は虫の居所が悪いらしい。

「感動の抱擁ですが」

「そういうことを聞いているのではない」

　イライラを隠すようにかぶせ気味に反応するラングワース王を振り返って見つめた。空の青のような瞳が今は氷のように冴え渡っている。一国の王たるものがこのように感情的で良いものだろうかと呆れに近い思いが頭をよぎるが、彼には彼の事情があるのだろう。しかしイェレミアス王子の前で近しい大人同士が言い争うのを見せるのは好ましくない。かといってわたしが謝るような案件ではない気がする。どうしたものかと考えていたがラングワース王の方が先に口を開いた。

「イェレミアスをあまり甘やかさないで欲しい」

「そのようなつもりで抱擁したわけではありません。王子の素晴らしい着想に感動したのです」

　そう答えるとラングワース王の片眉がつり上がった。言い返されたのが気に障ったのかもしれない。まあ、彼は王様なので実際言い返されたりすることは少ないだろうけど。

「ならばルーニャは感動したらバユシュコール師であっても抱擁するのか？」

「わしを巻き込まないでくださらんか」

　小声で抗議する師を無視してわたしはええそうです！　と啖呵を切った。

「心が動いたのだと、それだけ素晴らしいことだと相手に伝えたいからする行為です。その相手がバユシュコール師であっても、たとえ陛下であっても、わたしは抱擁するでしょう」

　実際には無理だろうと思いながらも売り言葉に買い言葉で勢いのまま口走る。盛大に口が滑ったのは事実、だが嘘を言ったわけではない、と自分に言い訳をした。そして陛下の次の言葉を待ったが、その瞬間は一向に訪れなかった。

「…………陛下？」

　恐る恐るわたしから声を掛けたけれどラングワース王はすい、ときびすを返してしまう。

「…………バユシュコール師、あとで話がある」

「わしを巻き込まないでくださらんか……」

　ラングワース王はときどき庶民の考えが及ばなくて困ることがある。とりあえずわたしは腕の中のイェレミアス王子の頭を撫で続けた。
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　ラングワース王家は自律を重んじる。他を律するにはまず完璧に己を律することが出来なければ、という考えからなのだろう。それ故王族は十歳前後で親と別の暮らしをするのは普通である。子供は乳母や教育係、教師らに囲まれて成長する。それが当たり前であった。だが、とファーレンティンは思う。亡き王妃がそれをやんわりと否定していたのがずっと心に刺さっているのだ。

「あなたとわたしの子供なのですから、他の人の手を借りるとしても、できる限り二人で育てるのが当たり前なのではないでしょうか」

　物静かでいつも微笑んでいた王妃が真剣な顔でそう言ったとき、ファーレンティンは慣例だからとろくに話し合わず会話を切り上げたような気がする。その後病を得てあっという間に亡くなってしまった王妃は、きっともっと我が子と一緒の時間を長く持ちたかったのだろう。しかしファーレンティンは病の王妃を救うことと、国政をおろそかにしないこと、イェレミアスを育てることに懸命でそれに気付くことが出来なかった。寂しげに大丈夫、と笑う王妃はきっと大丈夫ではなかった。ファーレンティンは妻を亡くして悲しかったが、夫と子供を残して去らなければいけない王妃の悲しさを理解できずにいる。きっと無念であったろうと想像するしか出来ない。

　イェレミアスと一緒の時間がもっとあれば、病の妻を励ますことが出来たのだろうか。そんな思いから未来の王族のためにこれまでの慣例を変えてもいいのでないかという考えになり、『外の考え』を取り入れたいと思ったのだった。そんな矢先、マンセル国でルーニャに出会ったことは僥倖ぎょうこうであったとファーレンティンは思う。ルーニャの一見怖いもの知らずともいえる思考はラングワース国に新しい風を吹き込んでくれるような気がしている。

　しかし期待が裏目に出てしまったのか、ルーニャは一人王宮内で浮いてしまい、果ては窃盗事件まで発生してしまった。自国で、しかも王宮内での不祥事に頭に血が上ったがそんなファーレンティンを諫めたのはまたルーニャだった。苛烈に抗議してもいいはずの彼女が、報復ではなく黙って王宮を去ることを選択したのは驚きだった。なんとか事なきを得たがファーレンティンは一抹の引っかかりを解消できずにいる。

「なぜ私の慰留を受け入れず、イェレミアスの一言で残留を決定したのだ？」

　だん、と机を叩くとストッケルが目だけを動かした。言葉少なに警備に徹するストッケルが散々迷ったあげくなにか言おうと口を開きかけたが、思い直したように口を閉じる。ファーレンティンも特に返答を求めていたわけではないらしく鼻息も荒くまた書類に向かうのだった。
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「ご報告、ですか」

　なにをいまさら、と顔に出たかもしれない。ここへ来て何日たつと思っているのか。なにやら大事な話があるからと執務室に呼ばれたので緊張してきてみれば、ラングワース王はイェレミアス王子の一日の様子を報告しろ、と仰る。

「そうだ。私も多忙で毎日は様子を見に行けないのでな。しかしイェレミアスのことは気になる」

　ならばなぜ最初に報告を義務付けなかったのか？　しかし思ったままを言っては角が立つ。短い王宮暮らしで、わたしが思ったままを言うと言い合いになってしまうということを「学習」したのである。

「でしたら日誌を届けさせましょう。ここに来てから毎日、イェレミアス王子との学習内容や生活で気付いたことを書き留めています」

　澄まして返答すると陛下はおおきく頷く。

「それは良い。では私が王宮内にいる日は必ず……そうだな、星霞ほしがすみの鐘がなる頃にここへ来てくれ」

　星霞の鐘、と聞いてわたしは少し考えていやいや、と口に出して反論する。星霞の鐘は就寝の合図の鐘だ。そんな時刻に陛下を訪ねるなどなにを言われるかわかったものではない。やっと眠った赤子を起こすようなものである。

「わたしは日誌を届けると言いましたし、そんな時間に訪問するなど非常識なことはしたくありません」

「構わないから言っている。私はその時間もここで仕事をしているから何の問題もない」

　美しい青い瞳が嘘をついているとは思わない。しかし陛下は私が危惧しているところを正確にわかっていないに違いない。わたしはため息をつきたいのをぐっと我慢して細く息を吐いた。

「恐れながら陛下、わたしは深夜に夫婦でも恋仲でもない男女が二人きりで会うものではない、と教わりましたし、実際そうだと思います」

　万が一なにかの間違いがあってはならないし、噂になっても良くない。それがわからない暗君ではないだろうに。しかし陛下も引かない。豪奢な椅子の背もたれに背中を預けて顎をほんの少し逸らす。それだけでなぜか男振りが増したような気がしてわたしは慌てて息を止めた。

「二人きりとは限らない。こうしてストッケルが控えていることもあるし、バユシュコール師がいることもある。それともルーニャはなにかが起きると期待しているのか？」

　形の良い眉がくい、と上がり陛下の顔に挑戦的な笑みが刻まれる。まるでお前に女など感じないと言われたような気がしてカチンときた。気がつけば仰せの通りに、と了承の言葉を投げつけて執務室を飛び出していた。






　なにがこんなに腹立たしいのか。わたしは脇目も振らず早足で廊下を進んだ。具体的な言葉は出てこない。ただ、悔しさが心からはみ出てどうしようもなかった。幸いにもわたしを誰何すいかする人はなく、誰ともすれ違わないまま人気のない裏庭に行き着いた。

「わあーーーーー！」

　芝生に転がってモヤモヤを声にして吐き出した。手を上げて叫びながらゴロゴロと転がると少し気持ちが落ち着いてきた。わたしはうつ伏せになって動きを止めると深呼吸をした。草と土の香りを吸い込むとなんだか馬鹿馬鹿しくなって笑えてきた。勝手に怒って叫んで転がって……わたしはこどもか、と肩を震わせて笑っていると、サクサクと芝生を踏む音が聞こえてきた。顔を上げるとイェレミアス王子が心配そうに眉を下げてこちらを見ている。

「…………」

　それを黙ってみていると王子はそっとしゃがみ込み、わたしの髪に触れた。怖々と、でも優しく丁寧な手つきは思いやりすら感じさせてくすぐったくなる。

「どうしたの、王子」

「せんせいのかみに、くさがついてる」

　転がったときについた芝生だろう。ついたままでで構わないよと囁くがイェレミアス王子の小さい手は根気よく草を取ってくれている。

「ありがとう」

「ぼくも」

　イェレミアス王子も囁くように小さく話し始める。それは多分内緒の打ち明け話だ。王子の小さな胸に秘められた感情の発露。

「かなしいことがあるとここにくるよ。ははうえは、ここがすきだったから」

　ああ、だから裏庭は人気がないのかと納得する。ここは王子の大事な場所だったのだ。もしかしてここへは来ない方が良かったのかと思ったが、イェレミアス王子の表情は思ったよりも凪いでいる。

「ははうえがいなくなってからだれもここにこなくなってさみしかった。せんせいがきてくれてよかったけど……かなしいことがあったの？」

　草を取ってくれていた手がぎこちなくわたしの硬い髪を何度も撫でる。こんなに優しい王子を見守ることが出来なくて王妃様はさぞや無念だったろう、とわたしは会うことが叶わなかった王妃様に思いを馳せる。そしてイェレミアス王子が立派に成長するお手伝いをしようという気持ちを新たにした。そのためにはラングワース王と向き合うことも、自分に悪評が立つことも厭わない。

















４・噂と真実












「やはりそう来ますか……」

　覚悟したとおり、わたしが夜更けの執務室に出向くことはあっという間に噂になった。わたしもラングワース王も隠していないから当然だが、疚しいことがないからといって居心地がいいわけではない。王宮の皆はわたしを見るとひそひそと小声で話し、結果わたしは王宮で気安く話せる人物がバユシュコール師のみ、という状態を維持していた……維持するつもりはないのだが。

「わたしは気にしないんですけどねえ。ここのみなさまは繊細で……」

　王宮での暮らしにもラングワースの人たちの塩対応にもすっかり馴れたわたしだが、この絶妙に居心地の悪い暮らしでもなんとかやっていける図太さがあって本当によかったと思う。

「すまんのう」

　唯一の話し相手であるバユシュコール師が全くすまなそうに感じられない口調で謝罪を口にする。とはいえわたしに気を遣わせまいとしてわざとそういう態度をとっているのだと承知している。こうしてイェレミアス王子がいないときでも話し相手になってくれることがありがたい。にこりと微笑んで用意された焼き菓子に手を伸ばそうとした矢先、バタバタと慌ただしい足音が近付いてきた。

「失礼致します、王子は、イェレミアス様はこちらに？」

「いいえ」

「王子は仕立屋の仮縫いの最中じゃろう？」

「それが……」

　侍女殿が言葉を濁す。その落ち着きのなさにわたしは勢いよく席を立った。

「お姿がみえないのですか？　いつから？」

「半時ほどです……でもわたしはてっきり部屋の中にいるものだとばかり……」

「半時……！　子供の足でもかなり遠くまで移動できてしまうじゃないですか！　さあ、あなたも来て！」

　侍女殿の手を取り、つい強引になってしまったわたしに侍女殿の顔が引きつる。怖がっているような怒っているような表情にわたしが足を止めると、侍女殿の感情が爆発した。

「わたしを罰するのですか？　勝手にいなくなったのは王子なのに？　陛下に言いつけて、わたしに、……罰を……っ」

　丸い瞳に涙を一杯に溜めて侍女殿がしゃくり上げる。よく見ると来たばかりのときにわたしの冗談に噴きだした侍女殿だった。彼女はことの重大さに恐怖し自分を見失っていた。わたしは多少の引っかかりはあったがひとまず飲み込み、腹から声を出した。

「王子のことについてはわたしが全責任を負います！　それよりも今はみんなで手分けして探しましょう！」

　いつの間にか数人の侍女や警護兵が集まっていた。みな王子が心配なのか青ざめた顔をしている。

「手の空いている人を集めて分担して探しましょう！　子供は思いも寄らないところを通ったり隠れたりします。低いところ、逆に目線より高いところ、大人の死角はたくさんあります。二人一組で動いて。バユシュコール師はここで情報のまとめ役をお願いします」

「承知した」

　そうして急遽イェレミアス王子捜索隊が結成されたのだった。






　イェレミアス王子行方不明の一報はすぐにラングワース王にも伝えられた。親衛隊や普段は表に出ない仕事をしている人まで駆り出されみなで必死に探したが、イェレミアス王子は見つからなかった。誰かが誘拐では？　と口にしたことから不穏な空気が広がったが警備兵は不審な物や人の出入りはなかったと証言したので、待機していた仕立屋に話を聞くことになった。仕立屋によると採寸はすぐに終わり、イェレミアス王子は一人で部屋を出たという。

「侍女殿が来るまでお待ちください、とわたしは申し上げたのですが、ドアを開けた王子がルーニャ様の名を呼んだので、ルーニャ様が迎えに来たものとばかり……」

「……知能犯め」

　齢五歳の教え子に『犯』という言葉を付けて呼びたくはなかったがまさに知能犯である。しかしこれで王子が自発的にいなくなった可能性が高くなった。どんな思惑があっての行動なのかわからないがしっかりと王子に向き合わなくては、と思いを新たにする。

「ではもう一度探しましょう。今度は持ち場を交代して、さっきとは別の場所を。四つの目では発見できなかったことも八つの目ならば変化を見つけられるかもしれません」

　わたしは侍女殿……ラナとイェレミアス王子の部屋へ向かった。一通り見て回ったがおかしな点はなく、いつも通りの部屋だった。しかしベッドの枕元に小さな犬の指人形が置いてあったのを見て思わず声を上げてしまった。

「あっ、これ……」

　以前イェレミアス王子から見せてもらった、亡き母妃との思い出の品だった。王子はそれを肌身離さず持っていた。これがここにあるということは……。

「ラナさん、王子は以前、着替えのときにはこの指人形を必ずベッドに寝かせると言っていました」

　ラナはぴんとこない顔で、はあ、と生返事をする。わたしはベッドの下や棚の陰など、子供が隠れられそうな場所を探したが異常はなかった。次にクローゼットの扉を開け中に入ると這いつくばって細部を調べはじめる。

「ちょ、ルーニャ様なにを……？」

　さすが一国の王子、クローゼットの中はたくさんの衣装で埋まっていたが、なぜか奥の角には、物が置かれていなかった。まさかと思い付近を丹念に押したり引いたりしていると板の一部がカコ、と軽い音を立てて引っ込んだ。

「……隠し通路？」

　わたしは振り向いてラナにラングワース王を呼んでくるように頼んだ。ラナは力強く頷きスカートの裾をたくし上げて飛ぶように走って行った。あの調子ならすぐに陛下が到着するだろう。そう踏んでわたしは把手とってのようになった板をそっと動かした。

　軋みもなく素直に開いた扉はよく利用されているようだった。扉が勝手に閉まらないようにクローゼットの中にあった適当な箱を宛がって先に進む。大人が一人やっと歩けるくらいの幅しかなかったが、五歳のイェレミアス王子ならば問題ないだろう。薄暗い通路の先へ急ぐと小さな扉があり、灯りが漏れていた。耳を欹そばだてるとイェレミアス王子の声が微かに聞こえた。誰かといるのかと緊張が走ったがよく聞くと「ははうえ」と言っている。いろんな可能性を考えたが相槌が聞こえないのと、王子が一人でよどみなく話していることから一人でいると結論付けた。

「イェレミアス王子……？」

　驚かせないように小さく声を掛けるとすぐに応答があった。

「せんせい？」

　その声に怯えや恐れがないことにほっとして扉を引く。中はクローゼットの倍くらいの広さがあり、子供の秘密基地、という様子でいろんな物が置いてあり、真ん中にイェレミアス王子が座っていた。手にはシーツのような白い布を持っている。

「突然いなくなるからびっくりしました。ここは？」

　隣に座っていいか聞くとこくんと頷いた王子は白い布をもじもじと捏ねている。見ると新しいものではないようでしわや汚れがみえる。辺りを見回すと枕や枯れた花と思しき物体、小石、木の枝、なにやら白いふわふわしたもの、リボンの切れ端まである。

「ははうえがすきだったものなのです」

　イェレミアス王子が小さく呟く。そういえば王子の部屋には母妃を連想させるものは指人形しかなかった。男の子だしそういうものなのかと思っていたが違ったようだ。

「そう、お母様が好きだったものなのね」

「ははうえがいなくなってから、ちちうえがあまりははうえのことをいわなくなったから、はなしちゃだめなのかとおもって……ここではなしていたのです」

　子供なりに気を遣ってのことなのだろう。この小さな身体にいろんな思いが詰まっていることに改めて気付かされる。

「そうですか……今はなにを話していたのですか？」

「せんせいのことです」

　思わぬ言葉に思わず仰け反る。てっきりラングワース王との親子関係に悩んでのことだとばかり思ったからだ。しかしそれがなんとわたしなのか？　顔が引き攣るのを感じながらわたしはそわそわと背後の様子を確認する。ラナが呼びに行ってくれたラングワース王がそろそろ来る頃ではないかと思ったのだ。

「ぼく、せんせいがすきで、こまってしまって」

「こ、困ってるんですか？」

　好かれているのに困らせているとはこれいかに？　わたしは混乱しつつ王子の様子を観察した。わたしのことを好きだというわりに全く浮かない表情である。王子の中で困る方に大きく天秤が傾いでいるということだろう。

「ぼくはははうえがすきで、だいすきで、もうあえないけどずっといちばんすきだとおもったけど」

　イェレミアス王子は苦しげに声を詰まらせた。可愛らしい顔が今にも泣き出しそうに歪められる。わたしは慌てて膝でにじり寄り背中をさすった。もういい、と言って話を終わらせることも出来たが王子は吐き出したがっているようにみえた。苦しんで、それでも吐き出したいと、幼い魂が頑張っているようにみえたのだ。

「せんせいのことがどんどんすきになって、せんせいといっしょにいるとたのしくて、ははうえのことをおもいだすじかんがすくなくなって……」

　時折しゃくり上げながら懸命に話すイェレミアス王子は気持ちを吐き出しながらも葛藤していた。こんなことを言っていいのかと思いながらも止められないのだろう。

「王子……」

「だって、ははうえはもういないから、ぼくがおぼえてあげてなきゃかわいそう。でもまいにちたのしいと、ははうえのことおもいだすのわすれてて、ぼくは、わるいこなんだ、ははうえ、……せんせい、ぼくはどうしたらいいの……っ」

　とうとう青い瞳から涙がこぼれた。まるで王子の純粋な心があふれ出すようでわたしは胸が苦しくなった。ヒクヒクと喉を震わせるイェレミアス王子の頬を両手で包んで額と鼻先にキスをする。

「王子はとてもお母様が好きなのね……きっとお母様も王子のことが大好きだったに違いないわ。こんなにお母様のことを思ってくれているなんてなんて優しいのかしら。天使？　可愛らしい天使なの？」

「ぼく、わるいこじゃない……？」

　長い睫毛を涙で濡らした王子が見上げてくるのでぎゅっと抱きしめた。トクトクと速い鼓動が伝わってくる。

「悪い子なんてとんでもない！　みんな王子のことが大好きよ」

「ぼく、どうしたらいいの……？」

　父親とそっくりな青の瞳でまっすぐにわたしを見る。そんなまっすぐさが、とても眩しい。

「好きは一つじゃないし、大きさや深さは決まっていません。だからたくさんあっていいものです。王子さえ良ければ、忘れてしまわないようにわたしとお母様のことを話しましょう。わたしに王子のお母様のことを教えてくださいますか？　わたしもイェレミアス王子のお母様を好きになりたいです」

　ね？　と首を傾げて目を合わせるとイェレミアス王子が瞳を見開いてぱちくりしている。

「いいの？」

「もちろんです！」

　母親への気持ちを肯定されたイェレミアス王子は、まるで太陽のように輝く笑顔でわたしに抱きついてきた。それをしっかりと抱きとめたわたしにバタバタと数人の足音が聞こえてきた。きっとラングワース王だろう。イェレミアス王子もそれに気付いて気まずそうな顔をする。

「でも、みんなを心配させたことはきちんと謝らないといけません。まず、一番心配していた人にごめんなさいを言うこと。それから一緒に探してくれたラナ達にも、ね」

　はい、と賢そうな返事のすぐ後に扉がいささか乱暴に開け放たれ、ラングワース王が入ってきた。

「イェレミアス！」

「ちちうえ！」

　そっくりな親子が互いを思って抱き合う姿はとても美しい。その後ちゃんと叱られ謝ったイェレミアス王子はげんこつを落とされたにも拘わらず幸せそうだった。
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　イェレミアス王子捜索隊は即時解散したが、わたしは少しだけ王宮の皆との距離が縮まったような気がして嬉しかった。これで少しでも誤解が解ければ、と期待も僅かながらしていた。が、そうはならなかった。

「ルーニャ様、本当はどうなんですか？」

「本当もなにも。なにかあるわけないじゃない」

　一緒にお茶をするくらいには仲良くなったラナは他の人から真相を聞き出してくるように頼まれたらしく、ありもしないわたしとラングワース王との不適切な関係の顛末を根掘り葉掘り聞いてくる。決して悪い人ではないのだが会うたびこれだといくらわたしでも辟易してくる。やはり星霞の鐘の頃にラングワース王と会うのは適当ではない、と結論付けたわたしはご注進申し上げることにした。

「……なに？」

「ですから、この時間に会うのはやめたいのです」

「なぜ？」

　ラングワース王はわからない、と言うように片眉を上げた。もう休むところなのだろう。シャツをラフに羽織っただけのリラックスした格好で椅子に身体を預けている。わたしとしてはもう少し上までボタンを留めて欲しいのだが、すぐに部屋を辞するのだから、と自分に言い聞かせ目線を逸らし続けていた。チラリと横目で見るとそれが気に食わないのか眉間にしわを寄せるが、それがいちいち絵になるくらい素敵なのだから憎らしい。わたしは少々声を荒らげた。

「前にも申し上げましたが不適切です。深夜に会う必要性を感じません。それにストッケルさんもバユシュコール師も居た例しがないじゃないですか！」

　そう、深夜の執務室はいつだってラングワース王が一人きりでわたしを待っていた。なんとなく明かりも最小限に落とした、薄暗い中で美貌の王様が、たとえ教育の進捗を聞くためだけだったとしても、わたしを見て「待っていたぞ」なんて微笑むのはおかしいのである。これでは何があっても言い逃れが出来ない。

「イェレミアスの様子を聞くのが、不適切……？」

　凭れていた椅子からゆっくりと立ち上がるとラングワース王は音もなく近付いてくる。その様はまるで狩りをしている獅子のようでわたしは逃げたくなるのを必死で我慢した。しかし野生動物だって背を向けた瞬間襲いかかってくるのだ。目を背けたら負けだ。

「わたしがここを訊ねることが、噂になっていることはご存じでしょう？　そのうちイェレミアス王子の耳にも入るかもしれません。そうなってからでは遅いのです」

　拳を握って力説するわたしとは別世界に居るようなラングワース王は、しなやかな動きでわたしの目の前まで来た。わたしは知らず、唾を飲み込んだ。薄暗い室内でも光り輝くような美しさは損なわれない……いや、より魅力が増すようだ。吸い込まれそうな空の青が一瞬細められるとつい、と頬を撫でられる。

「噂……それは、どんな？」

「く、口さがないものが面白おかしく無責任なことを……」

「具体的に、どんな？」

　気のせいかもしれないが一言ごとにラングワース王が身体を寄せてきているような気がする。あまりに近い距離に思わず後ずさりしようと背をしならせると逞しい腕に腰を支えられた。

「わ、……陛下、あの……手が」

　逃げられない焦りから言葉に詰まる。顔を背けると撫でていた手で顎をとられ、いつの間にかやたらと親密な距離になっていた。

「どんな噂だ？　申せ」

「よ、夜更けにいかがわしいことをしているのでは、と……あの、近いです」

　焦るわたしの鼻腔をいい香りが擽くすぐった。執務室に花でも飾っているのか、と思ったがすぐにラングワース王の香りだ、と気付き顔が熱くなった。香りを感じるほどの距離だなんて、恋仲でなければあり得ない。それに相手の香りがするということはこちらの匂いも相手に届いているということである。香水などを使わないわたしが果たしてどんな風に思われているかと思うと顔から火が出る思いだ。

「いかがわしいこと？」

「こ、こういうふうに、近付いたり……」

「近付いただけでいかがわしいと？」

　今夜のラングワース王はおかしい。一体わたしになにをさせたいのか。いい匂いがして考えがまとまらないところに、言い難いことを言わせようとしてひどく混乱する。

「ですから、……不適切な……男女の、その……営み？」

　顎を捉えられているためもう目線しか逃げられないが、必死にラングワース王を見ないようにあちこちに視線を彷徨わせていると獅子がフ、と笑った。

「噂がよろしくないと言うことか……ならば」

　添えられた手が腰を力強く引き寄せる。あ、と思ったときには既にわたしは逞しいラングワース王の腕の中に捕らえられていた。

「噂でなくせばいいな」

「な」

　なにを、と口にするよりも速く、わたしの唇はラングワース王のそれによって塞がれていた。

「ん、んん……っ」

　想像したよりもしっとりとした感触に驚いて目を白黒させると、また笑われたような気配がした。すり合わされる薄い皮膚はなにかの代償行為のようでひどく落ち着かない。逃れようともがくわたしの動きを察知したのかラングワース王は腕の拘束を強め、結果わたしとラングワース王の距離はこれ以上ないくらいに密着した。苦しく感じるほど抱き寄せられ、麗しい花の香りとやけに熱く感じる体温。全てがわたしを混乱させていた。薄暗いはずの室内が異様に眩しく感じられ、耐えきれなくなってまぶたを閉じると、それを合図にしたかのように舌が割り入ってきた。

「う、ぐ……っ？」

　まさか噛みつくわけにもいかず対応に苦慮しているとラングワース王は我が物顔でわたしの口腔を弄ぶ。わたしの縮こまった舌を絡め取るようにすりあわせたかと思うと激しく吸い上げた。

「ふ、……っあ、あ、」

　まさかそんなところから甘い痺れが生まれるとは夢にも思わなかったわたしは上も下もわからないくらいに動揺し、思わず手近にあったなにかに縋り付いた。もう支え無しでは立っていられない。誰か、と心の中で助けを求めた瞬間、わたしの脳裏にひらめいた顔がまさかの金の獅子その人だったことに衝撃を受け、かっと目を見開いた。

「……っ！」

　急に開眼したので驚いたのだろう。ラングワース王の拘束が緩んだ。その隙を逃さずわたしは手を突っ張って腕の中から逃れた。

「大丈夫か？　足下が覚束ないようだが」

　親指で唇を拭う仕草が男臭くも艶っぽい。ラングワース王は今さっきまで唇を合わせていたと思えないほど普段通りにわたしに声を掛けた。からかっている様子はないところをみるとどうやらラングワース王にとってはなんでもないことらしい。

「っ！　大丈夫です」

　わたしはジリジリと後退しながら袖口で唇を拭った。ラングワース王と比べたらとても色気のない仕草だったが構うものか。ドアノブに手が届くところまであと少し、というところでラングワース王が口を開いた。

「ああ、ルーニャ」

「なな、なんでしょうかっ」

　警戒を隠しもしないわたしに優雅に微笑みかける。

「ご苦労。今夜はいい夢が見られそうだ。明日もこの調子で頼む」

　そう言って日誌を手に取り唇を猫のように舐める様にわたしは目眩を覚えた。この、強引で自分が美しいと知って武器にすらしている王様に、わたしはどう対処したらいいのだろう？　取りあえず今は胸の動悸を知られる前に退散するのが肝要だ。しかしこのまま背中を見せては負けたようで気分が悪い。

　わたしは顔面に力を入れ、できうる限り一番怖い顔をした。

「お、……覚えて、覚えていなさいよねえええっ！」

　ラングワース王の目が点になり、そのあと大笑いしているのが聞こえたがわたしは顔面発火中である。本当は「覚えてろ！」と言いたかったのだが、いかにもチンピラの捨て台詞で安っぽいし、一国の王に向かって言うセリフではない。感情と理性がせめぎ合い、結局あのような言葉遣いのなっていない田舎令嬢のようなことを口に出してしまった。ドアを開け放ち廊下に出ると、恥ずかしさと悔しさと、今まで感じたことのない得体の知れない感情を抱えたまま自室まで全速力で走った。
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　つくづく興味深い、とファーレンティンは唇を撫でた。最初はただの冗談のつもりだった。腰を引き寄せたときにキッパリと拒絶されるものとばかり思っていたら、予想外に顔を赤らめるものだからつい興が乗った。……いや、ルーニャのせいばかりではない。ファーレンティン自身があの無垢な唇を味わってみたくなったのだ。イェレミアスが居なくなったとき、動揺する王宮内の者を落ち着かせ的確に指示を出したのはルーニャだし、実際にイェレミアスを見つけたのもルーニャである。そしてイェレミアス王子の心に寄り添い解きほぐしてくれたのもルーニャならば諭して導いたのもルーニャである。そしてその後はイェレミアスとの関係は至極順調で以前のように円満でいうことがない。

（全て……ルーニャのおかげで）

　感謝の気持ちは数え切れないほどある。個人的には国庫に影響がない程度ならばいくら報償を出しても構わないとさえ思う。しかしルーニャは金では動かないだろう。むしろ喜ばずに鼻にしわを寄せて嫌な顔をするに違いない。そんなルーニャを思い浮かべて、ファーレンティンは微かに笑う。

「そんなルーニャだから……私は」

　惹かれたのだ。

　そう口に出しかけて驚く。そうか、私は惹かれているのだ。快活で少し生意気で思い通りにならないあの高潔な女性が愛しいのだ。妻とは全く違う愛でルーニャを溢れさせたいと願っている自分が、間違いなくこの胸の中にいる。先ほどまでルーニャが触れていた胸に手のひらを当てる。心なしか熱い。長らく冷えていた心に火が灯った気がした。
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「え、いりません」

　いつの間にかわたし専属のようになってきたラナが今日もラングワース王からの贈り物を持ってきた。いらないなんて信じられない、と毎回同じように瞠目するラナとは対照的にわたしは苦い顔をする。あれからも星霞の鐘の報告は続いている。同時にラングワース王が隙を見て触れてくる機会が増えた。上手く逃げられるときもあればしくじって口付けをされてしまうこともある。やめてくださいと言ってもその言葉に力がないことは自分でも承知している。どうやらわたしはラングワース王を憎からず思っているようなのだ。あのような美麗な人間、しかも王様である人物にわたしのような者が思いを寄せるなど分不相応の極み。鏡をよく見て、ルーニャ。と毎朝頬を叩くのが日課である。だがこのような贈り物をされると決心が揺らぐ。

「お給金はきちんと頂いていますから、それ以外の贈り物は必要ありませんと伝えてください」

「え、私が返しに行くのですか……陛下に？　いやいや、困ります。返すならルーニャ様がご自分で」

　贈り物がわたしとラナの間を行ったり来たりする。その度に可愛らしいリボンがゆらゆら揺れてなんだか申し訳ない気分になってくる。

　返す返さないの問答は何度目だろうか。多分片手だけでは足りないだろう。しかしここで絆されてはラングワース王の思うつぼ、と心を鬼にする。

「それだと一回受け取ったことになってしまうじゃない」

「私が返しに行くよりましです！　この前なんてすごい顔で睨まれましたよ！」

　あんな怖い思いはもうたくさんです！　と半泣きのラナの迫力に負け、わたしは仕方なくその箱を受け取った。大きいわりに重さはなく、衣類かと思われた。

「女性に服を贈る意味なんて、知らないわけじゃないと思うけど」

　艶っぽい意味を持つその贈り物に、仄かに期待めいたものを認めてしまうあたり、わたしも諦めが悪い。そう自嘲しながら箱をベッドに丁寧に置く。今夜、報告のときに返そう。






　気持ちが安定したのか、イェレミアス王子は以前より明るく社交的になった。わたしとバユシュコール師以外にも懐く様子を見せ、貴族子弟からなるご学友との時間を持つことも増えた。つまりわたしの自由時間が増えたということなのだが、だからといって適当なことは許されない。警護の人とは違う視点で危険がないか見守るのだ。そう、姉のように母のように。

　今イェレミアス王子は数人の学友とともに鍛錬場の隅で騎士に見てもらいながら素振りをしている。幼い子らが一生懸命大人びた表情で模造刀を振る姿が微笑ましい。不意に視界が陰ったのでそちらに目を向けるとストッケルさんが居た。仕事上必要なのだろうけど気配も物音もさせずに近寄られるのは驚くのでやめて欲しい。しかし顔には出さずにいると無口な彼が話しかけてきた。

「なぜ陛下からの贈り物を受け取らないのですか」

「もらう理由がありません」

　すぐに視線をイェレミアス王子に戻して素気なく応えるとため息をつかれた。ストッケルさんが感情を表に出すのは珍しい。

「拒否の理由がそれだけならば、是非受け取って欲しいものです……」

「男性は矜持が傷つきますか？」

　是、と言われても、そんな男の都合のために受け取ることはしないけれど。しかしストッケルさんは思いも寄らないことを口にする。

「贈り物を突き返されるたびに陛下の機嫌が悪くなります。私が身の危険を感じるほどに」

「……はい？」

「冗談です」

　真面目一直線だとばかり思っていたストッケルさんの冗談にわたしは思わず吹き出す。クスクスとしつこく笑っていると居心地が悪くなったのか、隣から咳払いが聞こえた。

「王宮ではもう、あなたのことを悪く言う人はいません。あなたが誠実な人だということは周知の事実です」

「まあ、ありがとうございます」

　しかしわたしの耳に入ってくる陰口があると言うことは、わざと耳に入るように言っている一派がいると言うことだ。わたしがラングワース王とイェレミアス王子にとって不安要素なことには変わりない。気を緩めたら最後と思わねば。

「やはり、わたしの言葉では不十分ですね」

　埒が明かないと思ったのか、ストッケルさんは軽く頭を下げるとまた音もなく去って行った。その後ろ姿を眺めながら、自分も大概頑固だな、とため息をつく。

　そう、ただの贈り物ならば受け取ってもいいのだ。それで相手の気が済むのなら……どうでもいい相手なら。

「どうでもいい相手じゃないから困っているのよ……」

　自分の気持ちと折り合いがまだついていないのだ。

















５・嵐の予感












　いつものように星霞の鐘が鳴り、わたしは人気のない廊下を贈り物の箱を持って歩く。ラングワース王に返すときになんと言おう。傷つけずに動揺せずに出来るだろうか。不安が次々と襲いかかる。それを振り払うように執務室のドアの前で頭を振る。いつも通りのわたしでいれば、大丈夫。なんの根拠もなくそう言い聞かせてドアをノックした。

「入れ」

　いつものように一礼してから部屋に入ると、今日は忙しかったのかまだきちんと服を着たラングワース王がいてほっとした。しかもまだ仕事が残っているようで、わたしが入室しても机から目を上げない。余程急ぎの要件なのだろう。

「お忙しいようなので日誌をここに。あと、贈り物ですが……」

　受け取れない、と言う前にラングワース王が顔を上げた。そして私の手の中にある箱を見て口角を上げた。

「持ってきたところを見ると、中を見ていないな？」

　どことなく楽しそうな様子のラングワース王にわたしは眉を顰めた。返却が嬉しいのか？　と思ったが違ったようだ。ペンを置くとおもむろに立ち上がり、うん、と伸びをする。

「ああ、疲れた……肩が凝って敵わん」

　頭を左右に倒しながら近付いてくるラングワース王はいつものような過度な接触を試みるような様子はない。わたしに手を差し伸べてきたので黙って箱を渡す。

「適宜休憩を取ってください。もう休まれたほうが良いのでは？」

「ああ、ルーニャが来るまで、と思っていたからな。仕事はもうやめだ」

　しゅるしゅると手際よくリボンを解きながら、ラングワース王は何やら楽しそうである。そして器用に片手で蓋を開けると中身をわたしに見えるように傾けた。

「……わあ、……素敵ですね」

　中にはラングワース国特有の衣装がきれいにたたまれて入っていた。胸元に細やかな刺繍が施されたそれはクリーム色で優しい風合いだ。






「イェレミアスと選んだのだ。日頃の感謝を込めて、ルーニャに、と」

「イェレミアス王子と……？」

　手に取ってみてくれ、と言われるままに持ち上げるとしっかりとした生地なのに驚くほど軽くしなやかだった。

「まあ、……なんて、優しい手触り……」

「イェレミアスが、この生地がいい、ルーニャみたいに優しい、というのでな。私も賛成した」

　いつになく柔らかい物言いのラングワース王にわたしは顔が緩むのを我慢することが出来なかった。イェレミアス王子がそこまで自分のことを思ってくれていたのが嬉しいのだ。それに「私も賛成した」などとラングワース王が言ってくれるとは夢にも思わなかった。わたしはきっとからかいがいのない生意気な女だと思われているだろうから。

「そのお気持ちだけでわたしは十分……」

　心が温かくなるのを感じ、わたしはそっと衣装を箱に戻した。これ以上触れていて汚してしまっては大変だ。返却の意だったのだが、それに反してラングワース王から箱ごと押し付けられる。

「明日は天気が良さそうだ。これを着て、遠乗りにいくぞ」

「……は？　なにを」

　確かに明日は一日休むように言われているが、やっと厩舎の見学許可をもらったのだ。ラングワース国が誇る名馬を心ゆくまで堪能……いや、遠乗り？　見るどころか乗っていいの？

　興奮が顔に表れたのか、ラングワース王が小さく吹きだした。

「前に話したことがある、森の湖まで行こうと思う」

「確かご先祖がここに定住するきっかけになったという……」

　良質な草が生えるという湖のことだろうか。いいや、行き先はどこでもいい、馬に乗れるのだ！　わたしの心は浮き立った。

「それとルーニャ。私のことはこれから名前で呼ぶように」

「名前で？」

　楽しい気分がスッと消えてしまった。急になにを言うのだこの王様は。私の国では名前は大変重要なもので、特に身分が高くなるほど名前を呼ばせないものだった。本当の名などそれこそ家族しか呼ばない。

「……まさか忘れたのではないだろうな」

　訝しげに目を眇めたラングワース王が私を覗き込むように顔を近付けたのでその分わたしは仰け反った。忘れてはいない。ファーレンティン・フィン・ラングワース。そう名乗ってもらったときのことは記憶に新しい。美しい獅子がわたしに膝を突いたときの衝撃は今も残っている。しかし、名を呼ぶのは躊躇われた。だってそれはより親密な証なのだ。

「ええと、名前ではなく愛称で呼んでも構いませんか？　例えば……そう、『レン様』とか」

　わたしの国では親しい友人同士で通じる愛称をよく使用していた、名前を呼ぶことは出来ないがそれに準ずる仲、と言うことだ。それくらいならいいだろうと申し出た折衷案にラングワース王はなぜかほんのり目尻を染めた。

「レン……、私のことをレン、と。ああ、ルーニャならば構わない」

　では明日、とそそくさと奥に引っ込んだラングワース王……改めレン様の軽い足取りを見てもしかして愛称が嬉しかったのかなと自分を納得させ、わたしは執務室を出た。手には結局受け取ったことになるのか、衣装が入った箱がある。

「イェレミアス王子と一緒に選んだと言っていたし、そういう含みは一切ないということよね？　それに明日の遠乗りに着てこいと言っていたし……え、このきれいな服を？　乗馬服ではなく？」

　汚さないように馬に乗る自信はあるがそれとこれとは別である。折角のイェレミアス王子（とレン様）からの贈り物を、と思ったが記念に着るのもいいだろう。別れ際のレン様の足取りと同じように、わたしの足取りも軽かった。急な話ではあるが明日が楽しみである。
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　こんなに心が躍るものなのか、とファーレンティンは驚き胸に手を当てた。明らかに鼓動が速いのがわかる。ルーニャから『レン様』と呼ばれたときの感覚を思い出すと胸が苦しい。もしも二人の間に贈り物の箱がなければ抱きしめて口付けしていただろう。ラングワースではごく親しい仲でしか愛称は使用しない。それこそ夫婦や恋人同士であると宣言したも同じである。亡くした王妃とは国同士の婚儀のためそのような甘やかなことはなかったが、王妃とは尊敬と信頼で確かに結ばれていた。短かったがお互いを認め尊重したいい縁だったとファーレンティンは今も思っている。王妃に寄せる想いとルーニャへの想いは全く別である。なにがそんなに違うのか考えて、ファーレンティンは肩を落とす。

（私か……私が王妃に寄り添いきれなかったのか）

　異国へ嫁いできてラングワースに馴染もうと万事控えめだった王妃。主張したいこともあっただろう。反対したいこともあっただろう。しかしファーレンティンはそれを汲み取ってやることが出来なかった。どんなに歯がゆかっただろうと思う。同じ間違いは犯すまい、と心に誓ってから気付く。そもそもルーニャは黙っているような女ではなかったと。
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　翌日は「雲？　なんですかそれ」というほどの快晴となった。遠乗りと言っても目的の湖は王宮の直轄地でもあるためいつでも気軽に行けるらしい。誰かの手を煩わせることにならなくて良かったと胸をなで下ろした矢先、問題が発生した。

「ぼくもいきたいです！」

「お前にはまだ無理だ」

　イェレミアス王子がラングワース王と口げんかを始めてしまったのだ。今日はもともとイェレミアス王子の予定がびっしり入っていたために、わたしがお休みをもらえることになった日なので、王子は付いてこられない筈……しかし調整をすればなんとかなるだろう。なにより親子の親睦を深めることにもなるだろうし、自然や馬との触れあいも大切なことだ。しかしラングワース王は頑なに首を縦に振らない。

「イェレミアスは予定通り日程をこなすのだ、よいな？」

「ぼくもいきたいです！　ちちうえ、ごめいわくはかけませんから」

「いいじゃないですか。もし乗馬に不安があればわたしが一緒に乗せて……」

　わたしが助け船を出すとイェレミアス王子の顔がぱっと輝き、同時にラングワース王の顔が盛大に顰められた。似た顔が正反対の表情をしたので思わず吹き出しそうになった。これで解決と思いきやラングワース王が一つ咳払いをしてイェレミアス王子を部屋の隅に連れて行くと、肩を組んでなにやら言い含めはじめる。「でも……」「はい……」「すきです」「うれしいです」などとイェレミアス王子がぽそぽそと応えを返している様子を見て、ラングワース王は意外と大人げないなあとため息をつく。予定をこなすのはもちろん大事だ。相手があることならなおさら。でも聞き分けのいいイェレミアス王子がこうして我が儘を言って甘えてくれるのは貴重なことなのではないかと思いつつ、王族としての心構えなどを噛んで含めているのかもしれないと、見守ることに決めた。数分後、イェレミアス王子が納得した様子で顔を上げるとにっこりと微笑んだ。

「ぼく、ひとりでちゃんとできます！　ちちうえ、せんせい、いってらっしゃい！」

「いいの？　先生も一緒に頼んであげようか？」

　しかしイェレミアス王子はいいえいいえ！　と固持する。その様変わりが怪しくて、わたしは厩舎の前でラングワース王に詰め寄った。

「なにかおかしなことを言ったのではないでしょうね？」

「さて、おかしなこととは？」

　とぼける顔も凜々しいラングワース王は振り向きわたしを上から下まで眺めると青い目をきゅうと細めた。

「な、なんでしょう」

「いや、よく似合っている」

　昨夜受け取ってしまった衣装を身につけたわたしを見て、ラングワース王は満足げに頷いた。外見や服装に言及されたことが少なく、ましてや褒められたことなどないわたしはわかりやすく赤面してしまい、ラングワース王に笑われてしまった。






「顔がにやけているぞ」

「だって、……楽しいんですもの……！」

　初めて乗る馬なのにまるで自分の手足のように動いてくれる。今日乗っている馬はレン様専用の馬、ハリィの兄弟馬のラルニーだ。ラルニーはハリィの調子が悪いとき、レン様が乗るために厳しい訓練を受けているだけあって、所作がとても優雅だ。とても頭がよく、わたしの指示が出る前にそれを理解してくれているかのように動く。頬を撫でる風が心地よい、流れる景色が速い、綺麗、楽しい！

　結局休憩を一度取っただけで湖に到着してしまった。予定よりも早い分、ゆっくり出来そうだ。レン様がハリィとラルニーを木に繋いでいる隙に水を汲みに行こうとしてふと見た草が、なるほど柔らかそうでわたしはブーツと靴下をぽいぽいと脱いで裸足で歩いた。

「ルーニャ！　素足になるなど……」

　焦ったようにレン様が大声で咎める。確かに淑女の行いではないかもしれない。しかしここにはレン様とわたししかいないのだ。そしてここには息抜きに来ているはずだ。少しくらい羽目を外してもいいのではないだろうか？

「レン様、皆には……特にイェレミアス王子には内緒にして下さいね」

　クルリと回ってから湖に向かって走る。素足になってもやはり草は柔らかくわたしを受け止める。レン様の先祖がここで馬を育てようと決めたのも納得である。






　馬に水を与え、並んで休んでいると話題は自然とイェレミアス王子のことになる。屈託がなくなり、こどもらしさがより際立ち可愛らしいと褒めるとレン様は我がことのように胸を張った。

「私の子だからな、当然だ……と言いたいが、ルーニャ無しではあり得なかった。いくら感謝しても、したりない」

　互いに湖に向かい足を伸ばした格好だったが、レン様の真摯な態度にわたしも足をばたつかせるのをやめた。こんなに率直に感謝を述べられたのは初めてかもしれない。なにか裏があるのかと一瞬身構えたがそうではないらしい。私も素直に受け取ることにした。

「ありがとうございます。イェレミアス王子は本当に素敵なお子様です。わたしもあんなこどもが欲しいくらい」

　そうだ。あのように素直で優しい子ならば一緒に暮らしたら楽しいだろう。素敵な馬と、こどもといる生活……絵に描いたような幸せな夢だ。

「ならばルーニャ。そうなってみるか」

「え？」

　レン様の声が低く響いた。先ほどとは違う声音に何事かとそちらに身体を捻ると獅子の目に射貫かれる。今日の空と同じ澄んだ青が強い意志を纏っていた。つい身構えたのがわかったのか、レン様は私の肩を掴むと強引に身体の向きを変えさせた。蹴ってしまわないように膝を立てたが失敗だと知った。わたしの全てがレン様の身体にすっぽりと覆われてしまった。

「あの、レン様？」

「イェレミアスの母になる気はないか」

　レン様の広い背中越しに黒い靄が広がった気がした。それはあっという間に濃くなり空一杯に広がった。え、なんなのこれは、と思っているうちになにやらゴロゴロと音が聞こえはじめた。これはもしや。

「あの、レン様大変です……ゴロゴロしてきました！」

「茶化すな。わたしは本気で言っているのだ。そなたのように……ん？」

　そう言っている間にも空はどんどん暗くなり、とうとうぱたぱた、と芝生が鳴りだした。ぶるる、と少し離れたところでハリィとラルニーが首を振るとそれを合図に、まるで空の底が抜けたように雨が降り出した。






「……ひどい目に遭った」

　まさかあの晴天から雨になるとは誰も思っていなかった。わたしとレン様は慌てて馬を引き森の別荘までやってきた。今回は立ち寄る予定がなかったので管理人の老夫婦をひどく驚かせてしまったが、わたしたちは助かった。タオルを借りて濡れた身体を拭いていると、レン様がふと真顔になった。

「ルーニャ、さっきの話の続きだが」

「え、なんでしたっけ？」

　とぼけるともの凄く嫌そうな顔をされた。冗談です、と取り繕ったがレン様は強引にわたしの手を取って引き寄せた。頭に乗せたタオルが床に落ちたがそれを気にすることは許されなかった。

「冗談など許さない。是か非か答えよ」

　ゴロゴロと雷が遠くで鳴っている。問いに応えることが出来ず沈黙していると、レン様が苛立ったのか、舌打ちが聞こえてきた。そのまま手を引かれ、ソファにどかりと腰を下ろしたレン様の上に向かい合わせで座らされる。脚を開いて馬にでも跨がるような格好は些か密着が過ぎる。それに濡れたままの服では……具合が悪い。

「ルーニャ、私が嫌いか」

　腰を掴む手に力が入る。レン様はどういう気持ちで言っているのだろう？　本心がわからない。この手のひらの熱さはなぜなのか？　しかしレン様は言葉を欲しがる。

「嫌いでは、……でも」

「でも？」

　イェレミアス王子のことも考えて欲しい。わたしがもしレン様とそういう関係になったとして、イェレミアス王子が疎外感を覚えてしまわないだろうか？　亡き母親の思い出を語ることで再構築しようとしていた心がいびつに歪んでしまわないだろうか？　いや、そもそもレン様は本当にわたしなんかがいいと思っているのだろうか？　王宮の人たちに笑われるほど美貌とは縁のない、そして身分もないわたしがこの美しさの粋を集めたようなレン様とそういう仲になるなど……！

「頑固で、存外頭でっかち」

「は？」

　至近距離で百面相を見ていたらしいレン様が頬を緩めている。

「ルーニャのその頭で考えてもわからないなら、身体で答えを探してみるといい」

　腰を支えていた手のひらはいつの間にか優しく背を撫でている。大きく熱い手のひらが背筋を掠めると腰がヒクリと反応した。

「ああ、ほら……ルーニャは身体の方が素直だな」

「すみません！　あの……ちょっと考える時間をくださ、……まって、う、んン」

　言い終わらないうちに唇を塞がれた。既に何度か重なった唇はより深く合わせられ、すぐに舌が唇を割って侵入してくる。口腔を侵される甘美な痺れはわたしから抵抗する意思をあっさり奪う。口付けの合間にする僅かな呼吸をも奪うようなレン様の息遣いは捕食する獣のようだった。レン様の熱に浮かされるわたしとそれを他人事のように見ているわたしがせめぎ合う。正しく慎ましく、身の丈にあった暮らしを、を信条に生きてきたわたしだが今日くらいは羽目を外しても……ああ、そうだ。ここにはそういう名目で来たのだった、と思いだし喉の奥で笑うと、それはすぐにレン様に伝わった。

「笑うとは、まだ余裕があるのだな」

　気分を害したように片眉を上げたレン様は形の整った薄い唇を一舐めすると片手で器用にわたしの胸元のボタンを外していく。それに異を唱える隙もなくあっさりとくつろげられた胸元はすぐにレン様の餌食となった。服の上から胸に触れ、現れた胸の谷間に口付けられる。
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「あっ、やァ……っ」

　胸の尖りを探り当てられ指で引っかかれると意識せず腰が跳ねてしまう。違う、こんな筈では……どんな筈だったのか自分でもわからないが、わたしは一生懸命に頭を振って違うのだと訴える。しかし残念ながらそれはレン様には正確に届かなかった。

「ああ、ここが好きなのか……いいだろう、もっとしてやる」

　違うのに！　と心の中で叫んでも、情けないことに口からは吐息のような声しかあがらない。身体中に甘い痺れが広がって麻痺しているのかもしれない。レン様の手は小さなボタンを全て取り払い、繊細なレースの付いた下着を押しやり隠すもののないまろい胸に口付ける。

「ん、あぁ……っ」

　大きな手のひらでやわやわと胸を揉まれ、ちゅ、ちゅ、と音を立てて乳房に吸い付かれる。徐々に尖りが赤みを帯びてその存在を痛いほど主張しはじめる。

「直接触れてもいないのに、敏感すぎるのではないか？　こんなに敏感では赤子に吸い付かれたらどうなってしまうのだ」

「だいじょうぶで、……こどもに吸われる予定は今のところありませ……っひゃあ！」

「赤子よりも先に吸わせる相手が目の前にいるだろう」

　自分から言い出したことなのに、なぜかレン様が機嫌を損ねたような声を上げる。そして胸の尖りを抓むと捻るようにして刺激しはじめる。

「い、った……、やめ、レン様……それ、ダメですっ」

　もともと痛みに耐性のない箇所を一点に責められては堪らない。ビリビリとひりつくような刺激から逃れようとわたしは知らず腰をくねらせる。不安定な膝の上で胸をはだけた状態は、常ならば恥ずかしくて憤死しそうなものだが、別荘の非日常感がわたしの思考を曇らせている。だが、ここにはわたしを正気に返してくれる物も人もない。一番大事なことに気付かないまま、わたしは快楽を追っていた。

「痛いのか？　指で愛でるのは嫌か？　ならばどうして欲しいか言ってみるといい。運が良ければ聞いてやろう」

　レン様は綺麗な顔でひどいことを言う。理不尽だと感じて憤慨するがその怒りもいつの間にか快楽にすり替わる。スカートの裾が乱れ、すねどころか太ももが露わになってもそれを直そうという気持ちにならないのだ。ただただ、気持ちいい。レン様の手は全身を撫でさすり、わたしの気持ちいいところを次から次へと見つけていく。

「は、あぁ……っ、レン、さま……っ」

　なにを言ったら正解なのか、どうしたらレン様は満足するのかわからない。鼻の奥にツンとした痛みを感じたと同時に涙がじわりと湧いた。悲しいのでもない、泣くほど痛いのでもない。これは混乱しているのだ。未知の感情に頭が追いついていかない。

「あぁ、ルーニャの瞳は美しいな。涙で潤んで複雑な光を孕んでいる……まるで海の碧のようだ」

「……っ！」

　それはきっと偶然なのだろう。レン様が口にした言葉は幼い頃に母親が平凡な容姿のわたしを褒めてくれたときの言葉と一緒だった。普通に生活していれば貶されることこそないが褒められることも少ないわたしが唯一褒められるのが瞳の美しさだった。先祖譲りの複雑に輝く碧は陽を受けて海の波にも似たきらめきを放つ。残念ながら自分で見ることはないがそんなにじっくりと見られることがない場所なだけにその褒め言葉が頻繁に聞かれることはない。それを口にしたレン様は深い意味があったわけではないかもしれない。ただ、なんとなく……そう、褒めるところがなかったからなんとなく口にしたのかもしれない。でもわたしはそれが異様に嬉しかった。鎖骨がギシリ、と軋み胸が苦しくなる。

「は、ああ……っ、レン様……レン様……っ」

　手を伸ばしてレン様の首にしがみつくと自分から唇を寄せた。胸を擦りつけるようにしてレン様に触れた。後から考えたらはしたない行為だったかもしれないが、今確かにもっとレン様に近付きたいと思ったのだ。

「……っ、ルーニャ！」

　それに応えるようにレン様もわたしを抱きしめて口付けをくれる。互いに貪るように夢中で口付けを交わしていると、お尻の下に違和感を感じた。それは固く熱く、わたしに存在を主張してくる。それが一体なんなのかとカマトトぶるつもりはない。わたしは腰をくねらせてお尻でそれを刺激した。

「……っ、なんてじゃじゃ馬だ」

　舌打ちとともにレン様がわたしの鎖骨に噛みつくと、じわりとあわいが濡れた感触がした。びくり、と背が震え思わず声が漏れる。まるで自分ではないような甘い響きは隠そうとしても隠せないのだろう。レン様はわたしの腰を掴むと下から突き上げるような動きをする。擬似的な動きでも快感は背骨を駆け上がる。

「あっ！　あぁっ！　や、ァ……っ」

　レン様の熱い吐息がわたしの熱をも上げている。しかしいつまでもこんなことが続くほどわたしたちはこどもではなかった。レン様がぎり、と歯を噛みしめる。

「くっ、我慢できん……っ」

　乱れたスカートを強引にたくし上げ薄い生地の下着に指をかける。紐で結ぶタイプの下着であるが、サイドで結わえるものではなく、長い紐を腰に巻き付けて固定している為、糸口が見つけられずにレン様が焦れたように唸る。

「レン様……っ」

　放っておいたら引きちぎりかねないと自ら紐を解こうとした瞬間、視界が真っ白になった。同時に思考も真っ白になった直後、ドン！　と轟音が腹に響いた。窓がビリビリと震え部屋の空気が悲鳴を上げた気がした。

「……雷、か？」

　知らずお互いを固く抱きしめていた。レン様が安堵のため息をつくとまた不埒な動きを再開しようとしたので、わたしはレン様の顔に手を翳してそれを止める。

「あの、……やめましょう。わたし、下りますから……レン様も急いで服を整えて」

「なにを言う、これから……」

　渋い顔をするレン様から半ば強引に下りて身繕いをしているとドアをノックする音がした。

「陛下、ルーニャ様もご無事でいらっしゃいますか？　いま、近くに雷が落ちて……」

「だ、大丈夫です」

「おい、ルーニャ……」

　レン様を無視してさっさとドアを開けて管理人を安心させると他に異常がないか確認する。激しい雨が幸いしたのか、落雷による火が出たわけではないらしい。落雷箇所は細く煙が出ている程度だが大事をとって今日は帰らず、別荘に留まった方がいいと管理人が言った。

「そうだな、帰れない雨ではないが雷がまた落ちないとも限らない」

　そうしよう、とレン様がいい、意味深な視線をわたしに寄越したが気付かないふりをした。

「……馬の様子を見てきますね」

　いくら利口な馬でもあの大音響は恐ろしかったに違いない、ともっともらしい言い訳を呟きながらわたしはそのまま廊下に出た。レン様がわたしを引き留めるような声が聞こえたが黙ってドアを閉めた。

　いつもよりも急ぎ足で大股になっているのに気付いた。でもわたしは少しでも速くあの場所から遠ざかりたかった。あんな、自我の欠落した獣のような行いを……！　思い出すと羞恥で死にそうになる。わたしは急いで頭から先ほどの一切合切を追いだそうと頭を振った。

　馬小屋では案の定、ハリィとラルニーが興奮したように蹄を鳴らしていた。

「大丈夫？　怖かったわね」

　少し離れたところから話しかけていると徐々に落ち着いてきたのか、わたしの存在を許容してくれた。馬たちの静かな瞳を見ているとわたしは懺悔したくなった。聞かされる方は迷惑でしかないだろうが心を込めて撫でるので許して欲しい。勝手な言い分で近付くと撫でろと言うように首を下げたので遠慮なく撫でることにする。気持ちいいのか目を細めるような仕草に頬が綻ぶ。

「物言わぬあなたたちが羨ましい……言葉が通じるから、より迷ってしまうのかもしれない」

　レン様の言葉に一喜一憂して自分のいいように解釈してのめり込んでしまう自分を愚かだと思う。でもレン様には騙されてもいいと思う。心にもない言葉だったとしても、ひとときの歓喜を与えられたならそのあとどん底に落ちても自分を騙して生きていけそうな気がする。実際のレン様はそんなひどいことはしないだろうが、今のままではわたしが王宮を去る未来しかみえない。もしあのまま事に及んで万が一懐妊、という結果があったとして、わたしは自分を許せるだろうか。

　いや、きっと死ぬほど後悔する。

　自分が飲まされてきた煮え湯をイェレミアス王子にも味わわせることなど、出来るはずがない。

　わたしの思い出の中の母はいつも悲しそうにしていた。旅の一座で踊り子だった母はとある小国の王の宴に招かれ、そこで王の情けを受けた。囲われものとなった母は後宮でわたしを産んだが、後見もない踊り子が厚遇されるはずもなく、産んだ子供が女児ということもあり早々に見限られた。それでも後宮の片隅で目立たぬように息を潜めて生きていた母はよく旅の話をしてくれた。果てのない空とそれを写したような海。いつかまた旅をしたい。男に媚びるような生き方ではなく自分で手綱を取って、どこまでも駆けていきたい。そう言って遠い目をする母を、わたしはずっと間近で見てきたのだ。幼い頃は、母とは違って身分の高い腹から生まれた、半分血の繋がった王子や王女の幸せそうな顔を思い出すたび苦さがこみ上げた。母が死に、成人し狭苦しい後宮から出て自由に旅をすることが出来るようになった今でもときどき捕らわれるあの苦しい感情をイェレミアス王子には知らないままでいて欲しい。そのためにはレン様の好意を裏切ることになっても、である。

「わたしはやっぱり、いないほうがいいのかな」

　呟くとふん、と生暖かい鼻息が顔にかかる。見るとまるで異議ありとでも言いたそうな馬面がそこにあった。

「ふふふ、さすがレン様の馬ね。主にそっくりだわ」

　言葉が通じたのか、はたまたわたしの笑い声に反応したのかハリィが小さく嘶いた。






　部屋に戻ると不機嫌さを隠そうともせず、レン様がお酒を飲んでいた。刺激しないように静かに扉を閉めたのだがかえって古い扉を軋ませてしまい、瀕死のネズミのような不快な音がした。

「あまり飲み過ぎませんように……」

「私に抱かれるのがそんなに嫌だったのか？」

　剣呑な視線はまさしく獅子のごとく。わたしは背筋に冷や水を浴びたように動けなくなってしまう。しかしレン様は視線でわたしに強制する。申し開きをしろ、返答次第では許さないと言っている。それを無視できるほど神経が太くないわたしは幾ばくかの葛藤のあと、レン様に向き直った。

「さきほどは雰囲気に流されたのだと思います。レン様には本当に失礼を……」

「ルーニャはイェレミアスが可愛くないのか？」

　手にしていたグラスを乱暴にテーブルに置いてレン様が声を荒らげる。こんな感情的なレン様は見たことがない……もう酔ってしまわれたのだろうか。テーブルの上の酒瓶をこっそり見るが、どれくらい召し上がったのかはわからない。しかしレン様はお酒に弱いわけではない。では絡み酒ではなく、やはりわたしが怒らせてしまっているのだろう。

「イェレミアス王子は可愛いです。素直だし聡明だし思いやりもある……将来が楽しみです」

　教育係として、ときに存在意義について考えてしまうほどにイェレミアス王子は優秀である。しかしそれでも母親を早くに亡くしてしまった心の穴は大きかろう。少しでもその穴が埋まるように、家族のようなものになれたら嬉しいとさえ思う。

「イェレミアスの母親になろうとは思わないのか？」

「恐れながら……教育係を拝命してから、わたしは密かに姉のように母のように接してあげられたらと思って参りました。でも本当に親になることとは天と地ほどの差があります。それがわからないレン様ではないでしょう？」

　わたしでは力不足なのだ。

　イェレミアス王子が恋い慕うような母親にはきっとなれないだろう。だって、他でもないわたしの存在が幼い彼を傷つけるのだから。

「私はルーニャならばきっといい母親になると思った」

「買い被りすぎです……さあ、もう休みましょう。明日は早めの出発ですよね？」

　日帰りの予定が宿泊となると王宮もさぞ気を揉んでいるだろう。私はそれ以上レン様と会話をしたくなくて廊下に出た。問い詰められたら、もしも抱きしめられたら気持ちがあふれ出してしまう気がしたからだ。いつの間にこんなにレン様が好きになっていたのだろう。強引でいけ好かないと思っていたはずなのに、いまではその強引ささえ愛しく感じている私がいる。

　この歪んだわたしの気持ちを、レン様はわかってくれるだろうか？

　レン様の部屋には戻れず、他の部屋を準備して欲しいなどと我が儘もいえず、わたしはその夜馬小屋で丸くなって寝た。

　たくさんの藁とおがくずを付けて朝の挨拶をしたわたしはさぞや間抜けだったことだろう。レン様は少し機嫌が悪かったがなにも言わずにわたしの髪からゴミを払った。

「……出発する。世話になったな」

「今度は是非ゆっくりいらして下さい。王子様も一緒に」

　レン様の様子を見て管理人がわたしをどう扱うべきか迷っていたが、わたしはお世話になりましたと挨拶をするに留めた。往路とは違って妙な緊張感が漂う無言の帰路は、同じ距離なのにひどく遠く長く感じた。
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　王宮へ帰るとレン様は盛大に出迎えられた。あっという間に臣下達に取り囲まれ無事を確認され急ぎの案件を騎乗のまま聞いているのを横で聞いていて、私はなぜか投げやりな気持ちになっていた。本当ならばいろいろしなければならないことがあった気がするのだが、それを考えるのも煩わしく思われ、一人でそっと厩舎に入った。

「お疲れ様、ラルニー。乗せてくれてありがとう……なんだか空気が悪くてごめんね」

　黒目がちな瞳はなにかを語りかけているようだったがそれもよくわからない。わたしは馬の首筋を撫でてから水を汲もうとして足を取られつまずいた。

「……っ」

「ルーニャさま、大分お疲れのようですね、馬の世話はワシに任せてお休み下さい」

　馬番に勧められ力なく頷いたわたしは、世界の見え方がいつもとは違うような気がしていた。なにかが、変わってしまった。霞掛かったような、遠いようなもどかしい気持ちに胸が苦しくなる。背後から馬番がわたしを呼んだ気がしたが、わたしは振り返ることが出来なかった。とても寒かった。






「本当にびっくりしましたよ！　具合が悪いのに自分でも気付かないなんて……ルーニャ様はこどもですか」

　ラナの辛辣なお説教を聞きながら苦笑いをした。そう、わたしは発熱して厩舎で倒れてしまったのだ。青い顔で飛んできたレン様からは『馬小屋などで寝るからだ！』と叱責され、イェレミアス王子からは『うまごやで？　なぜですか？』と突っ込まれ、詳しく説明することも出来ずに曖昧に笑ったわたしはこっそり驚いていた。レン様と話が出来たことがこんなに嬉しいなんて思わなかったのだ。きっと不興を買ってしまったわたしは早晩ここを出て行くのだろう、もうレン様と話すどころかまみえることもないかもしれないと覚悟していたのに。自分からレン様を拒否しておいて現金なものだと呆れるが、人の心などそういうものかもしれない。取りあえず解熱するまではベッドから起きることを禁止された為、大人しくしている。単なる風邪だろうという御殿医の診断でレン様もイェレミアス王子もうつらないように面会を禁じられたおかげで冷静に考える時間が出来た。レン様への気持ちを自覚してしまったわたしには教育係を続けることは出来ないだろう。私情を挟んでレン様やイェレミアス王子に迷惑をかける未来がありありと浮かぶ。普通に考えて王宮を去るべきである。

　しかし現段階で教育係を辞するとなると、最低一年という当初の契約は不履行、となる。卑しいことを言えば給金は日割りでもらえるかもしれないが最高の馬は無理だろう。結局振り出しに戻ってしまったと言っても過言ではない。しかし厚意に甘えて居座り続けるなど出来るはずもなく。わたしは窓の外を見ながら呟いた。

「さて、これからどうしよう……」

「まず体調を整えることだ」

　急に近くから低い声がしてベッドがもう一人分沈んだ。驚いてそちらを見ると後ろに束ねていた髪で侵入者……レン様の麗しいお顔を叩いてしまった。

「……ぶっ」

「あっ！　す、すみません！」

　こんなことになるなら無作法な馬の尻尾もどきをちょん切っておけば良かったと顔を青くするがレン様は涼しい顔でわたしのもさもさの毛束をつまんだ。

「ルーニャは元々こういう毛質なのか？」

「……はあ、まあ……」

　癖のある髪と多い毛量はわたしのコンプレックスである。正直下の毛に触れられるよりも恥ずかしい。いや、下の毛に触られたことなどないのだが。

「豊かな髪は豊穣の女神を連想させる。ルーニャにぴったりだな」

「は？」

　わたしに向けられたことのない言葉が聞こえたため、知らない言語で話しかけられたように上手く言葉に変換できなかった。不審げに眉間にしわを寄せたわたしに構わず、レン様はわたしの髪を梳る。

「……人が口説いているのになんという無粋な返事だ」

　気分を害したような口ぶりだが、口元は綻んでいる。そしてわたしの髪をいじる仕草にどことなく艶めいたものを感じて頬が熱くなる。

「言われ慣れていないので異国の言葉かと……失礼しました」

　弄ばれている毛束を取り返そうとさりげなく引っ張ってみたが逆に手を絡め取られた。触れる、わたしよりもよほど手入れされている大きな厚い手のひら。節が目立つ長い指がわたしのそれに絡まり擦り合わせられると下腹がきゅうと鳴いた気がした。

「ルーニャは、私が嫌いか？　髪に触れられるのも、指を絡ませるのもいやなほどに」

　囁く声は甘く私の耳殻を刺激し、いやでも昨夜の際どい触れあいを思い起こさせる。鼓動は速まり手が震える。この震えを早く止めなければレン様に動揺が知られてしまう、と唇を噛むが遅かったらしい。レン様が長い指でわたしの唇をなぞる。

「やめよ。噛んで血が出たら口付けのときに痛む」

「……いや、そういう予定はないので」

「そうか？　私の予定ではこの後すぐに口付けすることになっているのだが」

　言うが早いかレン様はあっという間にわたしの顎を捕らえて唇を重ねてきた。甘い痺れがピリピリと薄い皮膚を刺激したかと思うと、すぐにぬるりと舌が割り込んでくる。そうなるともうわたしの身体はわたしのものではなくなってしまう。自然にレン様の望むように顔を傾け全て受け入れてしまう。さっきまで真剣に進退について考えていたというのにこのていたらくである。

「ふ、……っん、ァ……」

　口腔内を我が物顔で蹂躙する舌は強引な中にも甘いなにかが紛れているような心地で、わたしを混乱させる。こんなつもりではなかったのに、とどこかで考えているわたしはひどく弱くて快楽にあっという間に飲み込まれてしまう。舌がさきほどの指のように絡みすり合わされると身体がビクビクと戦慄くのを止められない。

「ルーニャ……」

「レ、レン様……っ」

　舌を吸い荒い息で名を呼ぶ。身体はどんどん熱くなり知らぬ間にしっかりと抱き合っていた。尻の下でベッドが軋んでいてもそれすら気持ちを高める要素になっている。服の下で押しつぶされた胸の先端がこすれてツキリと痛むが徐々にそれが快楽へと変わっていくような気がして、わたしは自分から身体を寄せてレン様の胸板に胸を擦りつけた。

「ンン……っ！　は、あぁ……っ」

　硬い胸板はわたしの膨らみを押しつぶし、より強い刺激をもたらす。じゅわりとあわいが潤んで腰が震えると力強い手に支えられる。

「ああ、くそ……なんて女だ……」

　言葉だけ拾えばまるで嫌悪されているようだが、隙間なく抱き合ったわたしにはしっかり伝わる。レン様も同じように感じてくれていると疑いようもなくわかった。わたしは大胆にも濡れたあわいをレン様の固くなった下腹部に擦りつける。柔肉が血管の浮いた熱杭にこすられて、えもいわれぬ陶酔を生み出すと堪らなくなって背を逸らした。

「アァ……っ！」

　きっと下着は粗相をしたような有様だろう。それでも腰を引くことは出来ない。この熱さを一度知ってしまったらなかったことには出来ない。

「くっ、ルーニャ……！」

　レン様の逸物は寝間着越しに肉襞を刺激する。ぐちゅぐちゅと淫らな水音がして濡れた布が心地悪い。さっさと余計なものを取り払って直接擦り合わせ、一つになれたらどんなに素敵だろう。レン様の首にしがみついてあられもない声を上げるわたしは、頭の隅でそう考える。もうこのまま快楽に流されてしまえばいい。レン様が望んで下さっているのだから許されるだろう……快楽で靄の掛かる頭でそんなずるいことを考えたわたしを正気に戻したのは、他ならぬレン様だった。

「私を……好きになってくれ……っ」

　苦しげに吐き出されたその言葉は、恐らくわたしが欲しがっていたもの。なぜわたしだけが手に入れられないのだと泣いて欲しがった唯一。そしてあり得ないと望むことを諦めた言葉だった。

「……レ、レン様……っ」

　愛しい人の名を呼ぶのは嬉しくて、ほんの少し苦い。

　口にした途端ぶわりと涙が溢れた。誇張もなく、本当に驚くべき量の涙が一気に決壊した。わたしは嗚咽を堪えられずこどものように激しくしゃくり上げながら顔を覆った。

「な……？　ルーニャ、どうしたのだ？」

　急に泣き出したわたしに驚いたのだろう。レン様は擦りつけるように小刻みに動かしていた腰を止め、珍しく動揺したようにわたしの顔を覗き込む。美しい形の眉が世にも珍しいハの字になったがそれもまた違う美しさを纏う。

「違うのです……ごめんなさい、……レン様ごめんなさい……っ」

　どんなになだめても泣き止まないわたしを、レン様は優しくキスをしてなだめてくれ、抱きしめて眠ってくれた。わたしは逞しく温かい腕に抱かれながら身体中の水分を涙として流した。






「…………はぁ……んんっ？」

　外から聞こえる鳥の声で目を覚ます。カーテンの合わせ目から一筋の光が漏れていて、朝だと知れた。腫れぼったいまぶたを無理矢理押し上げてようやく瞳を開くと目の前にはレン様の逞しい胸板がみえる。動揺したが恐らく寝るのに邪魔でシャツを脱いだのだろうと推測した。今まで肌をぴったりと合わせて眠っていたのかと思うと、今更ながら頬が熱くなる。レン様の意識がない今なら、とその張りのある肌にそっと手を這わせてみる。一線を越えることこそなかったが、一晩を共にした愛しい人のぬくもりである。これが見納めかもしれないと思いしっかり焼き付けておこうと目を凝らしたわたしの頭上から笑い声が聞こえた。

「くっ……なにをそんなに熱心に見ているのだ？　男の胸など見ても面白くないだろうに」

　わたしの頭を撫でながらレン様は「熱は下がったようだな」と笑ったが、すぐに意地悪そうな顔をする。

「……まぶたが腫れていて、いつもより幼い顔になっているぞ」

「！　失礼しました、朝からお見苦しいものを……！」

　慌てて顔を伏せると手で顔を覆う。ただでさえ美しくないのに泣き腫らした顔面まで晒してはお詫びのしようもない。顔を背けたままベッドから起き上がろうとすると逞しい腕が腰に巻き付きわたしを絡め取る。

「待て、誤解するな。不器量だと言ったのではない。可愛らしいと言ったのだ……この早とちりめ」

「そんなこと……急に言われても可愛くなんてないですし、わかりませんよ」

　男女の駆け引き上級者編の会話をいきなりわたしに向けられても困惑しかない。離して欲しくて厚い胸板を押して抵抗するが逆に強く抱き込まれてしまう。

「……そこのあたりをちゃんと話そうではないか。どれ、起きるとするか」

　わたしの額に軽く唇を落とすとレン様は均整のとれた身体を惜しげもなく晒す……そう、レン様は全裸であった。

「は……はだ！　レン様裸じゃないですか！　早く服を着て下さい！」

　まさか下も脱いでいたとは思いも寄らなかったわたしは慌ててそっぽを向く。しかし当のレン様は涼しい顔でのんびりと下履きを身につけている。

「隠す必要を感じないな……ルーニャもそんなに恥ずかしがるな。そなたに見られて恥ずかしいものなどない」

　潔いというか、王様らしいというか、レン様は一般人とは羞恥の感じ方が違うのだろう。今それを指摘してもどうにもならない。なぜなら今度はわたしの着替えも見る、と腕を組んで仁王立ちしたのだ。わたしは全身全霊でご遠慮申し上げ、その迫力に押されたのかレン様は一旦部屋を出ていった。






　さて、と首までぴっちりと隠すデザインの服を着込み、鏡で全身を確認する。昨日レン様のご尊顔を叩いたこの上なく失礼な髪は三つ編みにして頭頂部で団子状にまとめた。これで同じ過ちは起きないだろう。鏡の中の見慣れた腫れぼったい顔は少し不安そうに見えた。これからのこと、イェレミアス王子のこと……レン様のこと。いろんな思いが次から次へと湧いて出ては消えていく。どれ一つとしてまとめられず答えの出ない自分に嫌気がさす。自分の気持ちがわからない者にイェレミアス王子の教育係など務まるはずがない。虚勢を張ってもいずれぼろが出る。

　そう、わたしはもう隠し立てが出来ないくらいレン様のことを愛しく思っている。自分の矮小さを忘れるくらい、レン様のことで頭がいっぱいになって他のことが考えられない。

「……恋は人を退化させる」

　恋、ともう一度呟いて床にくずおれ床を拳で叩く。なんたる乙女思考、思考の放棄も甚だしい！　これが大人の言動か、否！

　わたしは激しく頭を振ると頬を叩いて深呼吸をする。こういうときは優先順位を考えるのだ。旅をしていると難しい選択をしなければならないことも多々あった。間違いもあったが、優先順位を決めることで今自分が成さねばならないことが明確になった。

「一番に優先されるのは……イェレミアス王子。そう、イェレミアス王子が健やかでいられる方法を、そして次にレン様の幸せ……ラングワース国に迷惑をかけないこと……最後にわたしの次の行き先の決定……馬が欲しいというのは変わらず……今でなくてもいずれ相棒にするならラングワースの馬がいい」

　そうだ、心に芯を持たなければ。わたしは立ち上がり再び鏡に自分を映す。左右逆のわたしはさっきよりも凜々しい顔に見えた。

「よし、いい仕事しているな、太眉！」
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　ファーレンティンは迷っていた。ルーニャを好ましく思っていることは隠しようのない事実だが自分がここまで節操ない行動に出てしまうとは思わなかった。これでは好ましいどころではない。

「もう、ルーニャを離してやれない」

　国王である自分に臆することなく意見するその豪胆さを好ましく思った。そして知性と思いやり、和を重んじる心根……ファーレンティンにとって新鮮なものばかりだった。徐々に目が離せなくなり、いつしか息子にまで嫉妬している自分に気付いたらもう自覚するしかない。自分はルーニャが欲しいのだ。

　しかし、とファーレンティンは立ち止まる。今でも王妃のことが頭から離れない。王妃を寂しいまま死なせてしまったことへの罪の意識が消えない。妻となったからには不自由を感じさせず、ずっと守っていこうと思っていた。それが愛だと思っていた。しかしルーニャに出会ってからそうではないことに気付いた。なにか言いたげに開かれた唇が、結局なにも言わずに笑顔になった王妃の気持ちを考えると胸が痛む。きっと聡い王妃はファーレンティンの気持ちが『愛』ではないことに気付いていたのだろう。王宮のしきたりに基づいて夫婦の時間をあまり設けずに王妃は王妃の仕事を、と言ったファーレンティンを暗愚な王と思っただろうか。最期のとき、陛下を呼ばないでいい、と寂しそうに笑った王妃の心情を想像するとやるせない気持ちになる。

　ルーニャには王妃のときのような寂しさを感じさせないようにしたい。いや、必ず実行せねばならない。だが、自分に出来るだろうか。今でさえルーニャの心を動かせずにいる自分に。

「欲しい欲しいと言っているだけでは、こどもと変わらぬではないか……愚かな」

　愛するもの一人すら幸せに出来ずして、なにが王か。

　必ず、ルーニャを幸せにする。あの晴れの日の海のようなキラキラした瞳を悲しさで曇らせてはいけない。そして誰も不幸にはしない。ファーレンティンは固く拳を握った。

















６・しあわせのかたち












　寝室から場所を移したが話し合いは和やかな雰囲気、とはいかなかった。始まって数分で空気はこの上なく緊迫した。

「正式に王妃様をお迎え下さい。それが、わたしがイェレミアス王子の母親になる条件です」

　何度も考えた結果、わたしはそれが一番だと結論付けた。わたしをイェレミアス王子の母親に、とレン様が望んでくれたことは望外の喜びだ。しかしレン様にはちゃんとした王妃様を迎えて頂いて、わたしはレン様と関係しない『イェレミアス王子の母親』として便宜上の側室になる。この方法ならイェレミアス王子を悲しませることなく、レン様とも間接的に家族になれる。考えついたときは自分の聡明さに目眩すら覚えた。これならば万が一にもレン様とわたしの間にこどもが出来ることはないし、わたしはずっとイェレミアス王子の傍にいてあげられる。遠くからレン様の幸せをお支えできる。これ以上の方法はないと思った提案だったが、レン様は虚を突かれたような顔をした。

「……王妃を、……それはルーニャ以外の者を娶れということか」

　低い声が怒りを孕んでいることはすぐにわかった。しかし引くことは出来ない。これは皆が幸せになるための最善な方法なのだ。わたしはゴクリと唾を飲み込んでから口を開いた。

「わたしがラングワース国の王妃になど世界がひっくり返ってもあり得ません。レン様にはもっと王妃に相応しい方をお選び頂きたい。憂いがなくなったなら、そのときは……恐れ多くもイェレミアス王子の母として精一杯務めさせて……」

　最後まで言い切ることは出来なかった。目の前のレン様は獅子どころか死に神のような顔でわたしを睨んでいた。その場から逃げ出したい気持ちを必死に押し殺したが、どうしても膝が震えてしまう。これはもしかしてこの場でお手討ちになる可能性もあるな、とこれまでの人生が頭をよぎった。好き勝手に生きてきたのだ。それも致し方なしと覚悟したとき、闖入者ちんにゅうしゃの声がした。

「ちちうえ！　やっぱりせんせいがわたしのははうえになってくれるのですか？」

「……イェレミアス。話し中に部屋に入ってくるとは行儀がなっていないな」

　レン様が苦々しい顔をすると、私の代わりにイェレミアス王子についていたらしいラナが小さく悲鳴を上げた。

「申し訳ありません……どうしてもルーニャ様を見舞うのだと……」

　遠乗りで予定外の外泊、そして帰るなり熱を出して倒れたわたしをイェレミアス王子は心底心配してくれたのだろう。手には小さな花束が握られていた。

「まあ、イェレミアス王子……お見舞いありがとうございます」

　微笑みかけると、まるで花が咲いたような可愛らしい笑顔で小走りに寄ってくる。

「これ、にわのおはなです……せんせい、ほんとうにわたしのははうえに？」

　一生懸命握っていた花は萎れてふにゃりとしていたがとても心が和んだ。花のお礼を述べるとイェレミアス王子は「ははうえになってくれるの？」と興奮しきりである。

「イェレミアス、大事な話をしているのだ。下がっていろ」

　レン様が退室を促すがイェレミアス王子はいやです！　と頬を膨らませる。

「せんせいがわたしのははうえになるはなしなら、わたしもここにいます！」

　鼻息を荒くして、一歩も引かない構えのイェレミアス王子は頼もしさすら感じさせる。幼い我が子の真剣なまなざしとしばらくにらみ合っていたレン様もとうとう勝手にしろ、と諦めた。自らの力で許可をもぎ取ったイェレミアス王子は満足顔でわたしの隣に座るとわたしの手を取って微笑む。

「えへへ！」

　わたしといることを無邪気に喜んでくれるこの天使のようなイェレミアス王子を決して悲しませてはいけない、と決意を新たにレン様との話し合いに向き合ったわたしは、ぎょっとした。美しい死神と化したレン様がイェレミアス王子とわたしを射殺しそうな目で見ていたのだ。

「レ、レン様？」

「……ルーニャは」

　おもむろに口を開く死神からわたしの名前が出ると動悸がするのは気のせいだろうか？　わたしは魂を持っていかれないように気を引き締めた。

「ルーニャは私よりもイェレミアスの方が大事か」

「……んっ？」

　しかし思いも寄らぬ言葉が飛び出し困惑する。ドア付近で控えていたラナも口をあんぐり開けて驚きを隠せないようだ。レン様の言い様はまるで拗ねたこどもである。

「レン様……だって、レン様はわたしにイェレミアス王子の母親にならないかと、そう言われたので」

「……そうだったか？」

　死神の顔がいつもの獅子程度に緩む。この王様は自分が言ったことを覚えていらっしゃらないのだろうか？　いや、もしかしてそういうものなのだろうか？

「ええ。レン様は確かに『イェレミアスの母親にならないか』とわたしに仰いました。ですからわたしは考えて考えて……」

「いや、普通に考えたらイェレミアスの母親とは私の妻ということではないか！」

「えええっ？　ちちうえはせんせいにそういったのですか？　せんせいにすきだっていうのはずかしかったんですか？」

　まさかこどもからそのようなことを言われるとは思ってもみなかったのだろう。レン様は眉間にしわを寄せて威厳を保とうとしていたが、隠しようもなく頬が赤い。

「こういうことは察するものだ！　なぜわからぬ！」

　そしてそのしわ寄せがわたしに来た。え、わたしが悪いんですか？　なんて暴君！　と反論しようとしたがイェレミアス王子とふたりしてレン様を追い詰めるのは可哀想かと思い直す。父親ならば子の前で守りたい威厳もあるだろう。

「申し訳ありません、わたしはそういう男女のあれこれは疎くて」

　形ばかり頭を下げると、隣に座ったイェレミアス王子が握っていた手にぐっと力を込めた。

「せんせい、わたしはせんせいがだいすきです！　もしせんせいがわたしのははうえにならないなら、おおきくなったらわたしとけっこんしてください！」

　レン様そっくりの美しさと聡明さを兼ね備えたイェレミアス王子からまさかの愛の告白を受けてしまった。受ける受けないはともかく、その言葉を素直に嬉しいと感じ、頬を緩ませているとレン様がわたしと王子の間に割って入ってきた。

「駄目だ！　ルーニャはわたしのものだ！」

　強引にイェレミアス王子の手を払うとわたしの両手を握りしめる。初めて見るレン様の子供じみた行動に言葉を発せずにいたが、だんだんむず痒さで、顔が熱くなってきた。

「あ、やっぱりちちうえもせんせいがすきなんですね！」

「黙れ！　ルーニャは私のものだと言っただろう！　イェレミアスに私のルーニャの魅力がわかってたまるか！」

「……わたしは物じゃありません」

　やっとのことで反論したが、赤面しているであろう顔ではその言葉に力がこもるはずもなかった。
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　不満げに頬を膨らませたイェレミアス王子を国王権限で下がらせ、部屋に二人きりになった途端、わたしたちは言うべき言葉を見つけられず沈黙した。息苦しさに支配されたわたしは冗談で切り抜けようとしたが、それを察知したのかレン様が立ち上がりさきほどのイェレミアス王子のようにわたしの隣に強引に座り、手を取ってきた。

「全く、誰に似たのだか」

「確実にレン様似ですよね」

　条件反射で言い返したあと、いや、そうではなくと己に突っ込みをいれる。今はそういう丁々発止のやりとりをレン様が欲しているときではないだろう……。だが予想に反してレン様は、ははは、と声を出して笑った。

「まあ、そうだな。まさか女の趣味まで似るとは」

　ぐい、と手を引かれたと思ったら手の甲に口付けを落とされた。驚いて手を見やるとレン様の鋭い視線に絡め取られる。

「ルーニャ、好きだ……ずっとわたしの傍にいろ」

　言葉が欲しいわけではなかった。でも実際に言葉を受け取るとそれは皮膚からじわりと吸収され、わたしの頑なだった心を溶かしていくようだった。

　男に手綱を取られる生き方ではダメだと異性を拒否して来た、自分の考えが間違っていたことにようやく気付いた。人に必要とされる喜び、人を受け入れる心の余裕は人生を豊かにする。現にレン様の言葉を聞いただけでわたしの身体は喜びに溢れ、胸が熱くなる。今まで可愛くない態度ばかり取ってきてなにを今更、と思われるかもしれないと、怯えながら口を開く。

「わ、わたしだって本当はレン様のことが好きです……でも黙って隣に置かれている置物じゃないので口を出したり手を出したり、ときには足をも出すかも知れません」

　本当はここで涙の一つでもこぼしてみせ、精一杯可愛らしく頷いたらいいのだろう。わかっているがどうしてもそうできない。幼い頃からの刷り込みとはげに恐ろしいものだ。呆れられるかと思ったが予想に反してレン様は幸せそうに目を細めた。

「ああ、私にずけずけとものを言うのも、力ずくで止めるのも、ときに蹴り倒すのもルーニャにしか出来ないことだ。だからわたしの傍にいるのだぞ？　異論は認めない」

　窓から陽が差し込んでレン様が神々しく光に縁取られる。その逞しい両腕がわたしに向かって開かれた。これは、もしかして胸に飛び込んでこいということか。恥ずかしさで逡巡しているとレン様がダメ押しのように言った。

「おいで」

「……っ！　はい！」

　わたしは泣きそうになるのを必死で堪えながらレン様に抱きついた。






　恥ずかしいからおろしてくれ、と頼んだが聞き入れられず、わたしは横抱きにされてレン様の寝室に連れ込まれた。そこは見るからに豪奢な寝台が備え付けられていた。肌触りの良いシーツの上にゆっくりと降ろされ触れるだけのキスを何度も繰り返す。まだ陽の高いうちからこんなことをするのはよくないと思う。こういうことは夜の秘め事であるべきだとわたしの中の常識が囁く。しかし止められない衝動というものはあるのだ。いつしか互いの息を盗むように口付けを交わしながらわたしは誰にともわからぬ言い訳をしていた。

「あっ、や……っ」

　服の上を這っていた手のひらが明確な意思を持ってわたしの胸を揉む。自分で触ってもなんともないのに、なぜレン様に触れられると服の上からでも感じてしまうのか。好きだからかな、と乙女的な思考になったわたしを冷静なわたしが諫める。『違う、いやらしい気持ちで触れられているからだ』……確かに乳房を揉む手つきはいやらしい。しかしそれを不快に感じないのはそこにある想いが自分と同じだとわかるから、かもしれない。わたしだってレン様に触れたいしもっと一つになりたいと思っている。だからこの布を隔てた触れあいがもどかしい。

「レン様……、直接……、じゃなかった、間違いました！　取り消します！」

　口にしてから、とんでもなく恥ずかしいことを言ったと気付き、慌てて誤魔化そうとするがレン様はそんなに甘くはなかった。薄い唇をにい、とつり上げたその笑顔はまるで美しい悪魔のよう。

「撤回は認めない。さあ、では一糸まとわぬ姿になるか」

　レン様は身につけた服をあっという間に脱ぎ捨てるとさあ、とわたしにも脱ぐように促してくる。だが、裸になっても美しい、むしろ美しさが増したレン様の前で肌を晒すことはむずかしい……とてもとても難しい。

「いや、ちょっと、むりですね……」

　あらぬ方向を見て茶化したわたしだったが、レン様が納得するはずもなく。胸を守るように手を交差させた姿を見てふん、と鼻を鳴らした。

「ならばそのままでいい。こちらも好きにする」

　え？　と思った次の瞬間、レン様が素早くわたしの足首を掴んで引っ張った。滑りの良いまっさらなシーツの上でわたしが短く悲鳴を上げるがお構いなしである。

「最初は定石通り、と思っていたが……まあ、こういうのも良いだろう」

　不穏な言葉に思わず見上げると、壮絶なまでに色気を発するレン様が舌舐めずりをするところをはっきりと見てしまった。

「……っ！」

「さあ、ルーニャ、我が妃よ。愛しているぞ？」

　それはめくるめく愛の行為への宣戦布告であった。






「あっ！　レン様、いけません……っ」

　懸命に逃げようとするが下手をするとレン様を蹴り上げてしまいそうで恐ろしくて動けない。レン様の美しい顔がスカートの中へ潜り込みわたしの足に口付けするのを、どう耐えたらいいのだろう。レン様の表情が見えないだけで不安が三割増しだ。それにレン様はどんどん上に上がってくる。すね、膝、そして今は内腿を熱心に舐っている。これでは秘められた場所に行き着くのにそう時間はかからないだろう。

「服を脱ぐか？」

「……っ」

　服を脱ぐのとこのまま見えないところへの侵入を許すのと、いったいどちらがましなのだろう。早く決断しないとレン様はあの場所へ行き着いてしまう……！

「返事がないということはこのままでいいということだな」

　下着の紐に触れられた感触がして、すぐに腰回りがふ、と楽になった。それがなにを示すのか気付いてすぐに下着を押さえようとしたがレン様の方が早かった。いつかの手間取った様子はみじんもなくわたしの下着はあっという間に脱がされてしまった。

「まって、駄目です！」

「駄目どころか、いつでも大丈夫、といわんばかりだが？」

　足に力を入れてピタリと閉じているつもりだったが、レン様は易々と私の膝を割るとその身をねじ込んでくる。

「ああ、ほら薄桃色の花びらが綻んで、まるで朝露に濡れているようだ」

「な、なんてことを言うのですか！」

　秘すべき場所を詩的に表現されて顔が熱くなる。それはつまり、足を愛撫されてその気になってしまったと知られてしまったということだ。不埒な女だと笑われるのではないかと思ったが、予想に反してレン様がスカートをまくり上げ、キリリと真面目な顔をした。

「やはり脱いで抱き合うべきだな……ルーニャと愛し合っているのだと実感したい」

　晴れた夏の空のような瞳にまっすぐに求められると、今まで感じていた羞恥が嘘のように溶けていくのを感じた。気がつけばわたしは小さく頷いて、微かに震える指でボタンを外した。

「ああ……綺麗だ」

　美しいレン様にそう言われると正直嘘だろうと思う。しかしわたしのことを思ってそう言ってくれているのかと思うとなんだか胸の奥があたたかくむず痒くなってくる。加えて優しい手つきで丁寧に触れられると、いやがおうにも気分は盛り上がる。ああ、わたしはもしかして本当にレン様に求められているのでは。そんな傲慢な考えが脳裏をよぎるほどに、わたしは蕩かされていた。

　レン様は丁寧にわたしの心と身体を愛撫した。わたしのコンプレックスなど些末なことと思わせてくれるほどに深く愛を施される。熱い大きな手のひらで満遍なく全身の官能を引き出されると人語を忘れるほどだ。

「あっ、……ふ、ぁ」

　そして手よりも更に熱い唇と舌が触れた箇所に熱をうつす。その熱は時がたっても引かず、それどころかどんどんと熱さを増してわたしの理性を奪う。

「……綺麗だ、ルーニャ」

　お世辞としか思えない言葉なのに、レン様から囁かれ口付けされるとまっすぐに心に染みてきて同時に涙腺を溶かす。今までの、どうせわたしなんて、と世を拗ねていた過去のわたしまでをも愛してくれるレン様の熱量に涙が止まらない。

「れ、……レン様……っ、ううっ」

　なにも聞かずに抱きしめてキスをくれるレン様の腕に抱かれてわたしはこの上ない幸福感に包まれていた。「ん、あぁ……っ」

　涙が引いて気持ちが落ち着くと現金なもので途端に欲が出てきた。レン様にもっと近付きたい、一つになりたい……そもそもわたしの秘された場所はずっと前からレン様を求めてやまないのだから。

「レン様……」

　見上げると全てを承知したようなレン様が頷き口付けの雨を降らせてくれる。額に鼻先に頬に、ひとつひとつ確かめるように唇を落とされるたびにレン様の想いがわたしの中に降り積もる。もう良い、一人で生きていこう。馬がいれば寂しくないと自分に言い聞かせていたわたしが、本当に欲しいものは他にあったのだと気付く。

　レン様だ、わたしはレン様が欲しかったのだ。

　この偉そうで独断専行の美しい王様が欲しくて堪らないのだ。恋や愛などと聞き心地の良い言葉を並べても何か違う。これは醜い独占欲だ。誰よりもなによりもレン様が欲しい。心も体もそう叫んでいる。

「レン様……欲しい……っ」

　手を伸ばしてレン様の頬に触れるとすぐにその手を掴まれる。思ったよりも力強い拘束にうっとりした気持ちが吹き飛ぶ。顔を上げるとそこには怒れる獅子がいた。

「この……っルーニャはどうして男心がわからないのだ？」

　苛つきを隠しもせずにレン様が唇を歪める。一瞬びくりと身が竦んだが、レン様の瞳の奥は相変わらず熱情が溢れているように見えた。

「男心、ですか」

「そうだ。惚れた女に欲しいと言われた男の気持ちを考えたことがあるか？」

　反論は許さないとばかりに、獅子が噛みつくようにわたしの唇を奪った。あっという間に口腔に舌が入り込みわたしのそれと絡ませられる。その強引さを快く思っていなかったはずなのに、いまはそれがわたしの心を熱くさせる。求められているのだという喜びに胸が一杯になる。

「わ……わたしも……っ、好きです」

　忙しないほどに重ねられる口付けの合間に切れ切れに囁くと、口付けはもっと激しくなった。いつしか寝室にはわたしとレン様の息を継ぐ音だけが聞こえた。






「……っ、あ、あぁっ！」

　何度目かの絶頂でわたしはシーツの上にぐったりと身を投げ出した。荒い息を整えようと空気を求めて口を開けたが、レン様が間を置かず私を抱き上げ、向かい合わせで膝に乗せると啄むような口付けを繰り返す。児戯のような触れあいに快感に溶けた頭が夢うつつをたゆたっていると長い指が蜜洞を刺激した。

「あぁ、ん！　レン様……ちょっとまって……！」

「私は十分待ったとは思わないか？」
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　もう待たないという宣言だろうか、レン様はわたしの口を自らのそれで塞ぐ。ぼんやりする頭で緩く舌を絡ませるのに夢中になっていると蜜洞をまさぐっていた指が引き抜かれ、腰を立てるように両手を添えられる。指の代わりに熱い猛りがひたりと添えられるとそれは蜜液をまとうようにあわいを数度行き来したあと、ぬくりと先端を潜り込ませる。

「……んっ、うむぅ……っ」

　身を裂かれる痛みに思わず声を上げてしまうが優しい手になだめるように髪を梳かれ、続けて肩や腰を撫でられると、痛みが和らぐような気分になる。舌は口腔を満遍なく這い回りわたしの舌をちゅうと吸い上げた。

「は、……っ、あ……ああっ！」

　新鮮な空気を求めて口付けが解けるとそれを待っていたように熱杭がみちり、と音を立てて隘路を満たす。そして指で丁寧に解した跡をなぞるようにそれは内壁を何度も愛撫した。

「ふ、……ああ、ほらやはりルーニャは私によく馴染む……っ」

　耳朶を震わせるレン様の声が快感に掠れているがわたしはそれどころではない。痛みと同時に奥底から湧き上がる感情の波がわたしを翻弄していた。身体が熱くて堪らない……！

「や、……っあ……っ！」

　愛を確かめる行為は痛むものと覚悟していたが予想を裏切る気持ちよさに混乱する。

　なぜ、こんなに気持ちいいの？

　確かに痛みはある。だがそれは違和感と言っても差し支えないほどものだ。それよりも圧迫感と、熱くなった肉同士が擦れ合う快感の方が遙かに大きい。わたしは身体を支えていられなくてレン様に縋る。

「レ……、あぁっ！」

　身体が密着すると蜜洞の仲のレン様が角度を変え、同時により深く私を穿つ。痺れが背筋をかけあがり脳天を突き抜けた。まるであのときの雷に打たれたような錯覚を覚えた。痛みよりも快感でどうにかなってしまいそうだった。しかしレン様は決して無理をしなかった。わたしの呼吸が落ち着くまで待ってくれたうえに思いのほか優しく唇を啄む。

「ルーニャ、愛している」

　何度も愛を囁かれるうちに身体の奥底がムズムズしてきたので、堪らなくなってレン様の首に手を回す。

「レン様……ど、どうしたら……」

「そのまま掴まっていろ。辛かったら爪を立てて構わん」

　は、と短く息を吐いたレン様がわたしの腰を支えるようにして、ぐい、と腰を入れる。

「っひゃ、ァあっ」

　蜜洞に埋まった熱杭が更に質量を増し激しく突き上げてくる。跳ねる身体を支えようとレン様の首根っこにしがみつく。白く点滅する視界に星が飛ぶ。あ、あ、と切れ切れに漏れる嬌声をどこか他人事のように聞きながら、レン様はまるで暴れ馬のようだ、などと考えた。あぁ、人生の相棒はレン様だったのかな？　と思いながら身体を震わせると、同時にレン様が低く唸り、わたしを抱きしめた。同時に熱い飛沫がわたしの中に放たれた。






　＊＊＊






　その後、レン様の宣言とイェレミアス王子の説得でわたしは暫定ではあるがレン様の妃となった。正妃となるにはいろいろ問題があるのだという。

「取りあえず実績を作ってしまえばいいのだ」

　美しい顔に悪い笑みを浮かべたレン様はよからぬことを考えているのだろう。強引すぎる悪魔のように見えたがそれもまたレン様の一部だ。わたしとてこの方法が最適とは思わないが、至らぬなりに皆に認めてもらえるように努力は惜しまないつもりだ。拳を握り、改めて気を引き締める。

「ちちうえ、やくそくしましたよね」

　昼食のあと、お茶を飲みながら休んでいるとイェレミアス王子がどこか裏がありそうな顔でやってくる。なんのことかとレン様を見ると当のレン様もわからないという顔をしている。

「やくそくをやぶったらだめですよ、ちちうえ！　いつわたしのおとうとかいもうとができるのですか？」

「ぶふっ！」

　おもわずお茶を吹いてしまうわたしを尻目にレン様が思い出したようにああ、と声を上げる。それに喜色満面になったイェレミアス王子は待ちきれないといわんばかりに手をパタパタと振る。

「もう少しだな」

「ちょっとレン様、なんてことを……！」

　ハンカチで口元を押さえながら抗議の声を上げるがレン様はどこ吹く風だ。

「イェレミアスが早寝をして、父の寝室に来ないように心がけたら、早めに出来るかも知れぬな」

「わあい！　わたしはもうひとりでねむれます！　だいじょうぶです！」

　約束ですよ、と念を押して駆けていくイェレミアス王子は子供らしく全身で喜びを表している。それはとても可愛らしいが、その様子をにこやかに見送るレン様の笑顔は美しくも別の思惑がありありと見て取れる。

「イェレミアスにああも望まれては頑張らないわけにはいくまい。なあ、ルーニャ？」

　涼しい顔でそう言いながらわたしの腰を抱き寄せる強引な手は、以前は好きではなかったが、払いのける気にはならなかった。わたしも随分骨抜きにされてしまったようだ。

「そうですね……まずはわたし抜きで家族計画を練っていた事実にお仕置きをしなければなりませんね」

「閨でのお仕置きとは、褒美のことでは？」

　そうではなく！　と口付けしようと寄せられた美麗な顔を手のひらで押しのけると、それを見てイェレミアス王子が声を上げて笑った。







【完】
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